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追放された聖女は幽閉ぐーたら生活を満喫中！




～え？　名誉を回復するために結婚ですか？～
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第一章　聖女、舞踏会でワインを飲む












　ヴェント王国に広がる平野の中心に、まるで太陽のようにそびえ建つ王宮。

　その一室でひとつの奇跡が起こっていた。

　それは目には見えず、ただ静かな力だった。

「もう大丈夫です……」

　真っ青だった侍女の顔にようやく赤みが差してきてリリエンティーナはほっとした。

「まだ無理をしてはだめよ」

　寝台から起き上がろうとする侍女をやんわりと制し、リリエンティーナはもう一度手をかざして意識を集中させた。その手がじんわりと温かくなる。

　そうして生まれた熱が、ゆっくりと侍女の体に移っていくのを感じてリリエンティーナは息をついた。

「……どう？　少しは痛みが和らいだ？」

「はい、ありがとうございます。もう痛みません」

　さっきまで苦しそうだった侍女の表情も落ち着いていて、リリエンティーナはこれでひとまず大丈夫だと思った。

「しばらくこのまま横になって休むといいわ。そして、この後、医師に診てもらわなくてはね」

「そんなわけにはいきません」

　侍女が体を起こし、寝台から降りようとするのをあわてて止める。

「聖女さまの寝台を使わせていただくのも畏れ多いのに、医師に診てもらうなんて……」

　ここはリリエンティーナの私室で、侍女が体を休めているのは女主人の豪華な寝台だ。恐縮するのも無理はない。王宮の医師は王族や貴族のための存在で、使用人が診てもらうなどもってのほか、という主人もいる。

　だが、リリエンティーナはやさしく言った。

「具合が悪いのが侍女なら床に寝かせておけってこと？　そんなことできないわよ」

　そっと侍女の額を手のひらで触れてみると、まだ少し熱っぽい。

「痛みをとることはできたけど、聖女の力はどんな病でも治せるわけではないっていつも言っているでしょう？　この後、医師に診てもらわないと、わたしが安心できないわ」

　聖女とは、この大陸でごく希に生まれる癒やしの力を持つ娘のことだ。

　ただでさえ不思議な力だが、さらに長い歴史の中、女にしかこの力は現れたことはないらしい。

　血筋でもなく、聖女の力はある時唐突に現れる。

「それに、もう舞踏会がはじまってるはずです」

　心配そうな侍女にリリエンティーナは微笑んでみせた。

「舞踏会なんて、病人を放っておいてまで急ぐものでもないわよ」

　今夜の舞踏会はこのヴェント王国の国王主催だ。

　遅れれば国王の機嫌が悪くなるだろうが、仕方がない。

　リリエンティーナは、もうひとりの部屋付きの侍女に、自分からの要請だと言って医師を呼ぶように頼んで部屋を出た。

　急いで部屋を出たものの、なぜ出席しなくてはならないのか、と疑問が湧く。

　いまこの大陸に存在する聖女はリリエンティーナただひとりといわれていて、国王は自分がその庇護者であることが大いに自慢なのだ。

　廊下を急いでいるとよく見知った後ろ姿を見つけて思わず声をかけていた。

「アルセイ王太子殿下、どちらへ？　もう舞踏会ははじまっていますよ」

　ゆっくりと振り返った王太子がリリエンティーナを見た。

「なんだ、聖女さまか」

　険しかった王太子の表情がふと柔らかくなった。

　その様子を見てもう一度リリエンティーナは問いかけた。

「そちらは舞踏会の開かれている広間ではありませんよ？」

　王太子が向かっているのは広間とは真逆の方向だ。特別な用があるとは思えない。

　あきらめたようにアルセイが肩をあげた。

「父上が主催の舞踏会なんてまっぴらだ。なにより、あの女が公の場で我が物顔で父上に侍っているのを見るのも気分が悪い」

「まあ……」

　あの女とは、アルセイの父である国王の愛妾グエンダのことだ。

　グエンダは、国王とは親子ほど年が離れていて、さらに一見国王をたぶらかすようには思えない清純な乙女といった容姿の持ち主である。

　正妃の産んだ嫡子であるアルセイは、当然グエンダのことをよく思っていない。それどころか、普段から不快だとあからさまに態度で示している。

　両親の不仲が決定的になったのは、グエンダのせいだと。

　だが、愛妾に骨抜きにされている国王は、息子の不満にも取り合わず、グエンダのわがままを諫めることもなく好きにさせていて、それすら美点として寵愛している。そんな国王とアルセイは政治的にもなにかと対立していた。

「リリエンティーナもよかったら一緒に行かないか？　街の酒場のほうが舞踏会よりも楽しいぞ」

　少し迷ったが、首を横に振った。

　愛妾グエンダは、同じ年頃で聖女として皆から崇められているリリエンティーナのことを目障りだと思っていて、事あるごとに嫌がらせをしてくるのだ。アルセイと舞踏会をすっぽかして城下の酒場へ繰り出したとなると、ここぞとばかりにあらぬ噂を流すに違いない。

　それは、王太子という地位のアルセイにとってもよくないことになる。

「……今宵は遠慮しておくわ」

　仕方ない、といった様子でアルセイは肩を上げた。

　身分は違うが、幼なじみといっていい間柄のふたりだ。子どもの頃からするとやはり距離ができてしまったことをこういうときに感じてしまう。

「じゃあ、また」

「お気をつけて」

　どこか投げやりな足取りで遠ざかっていくアルセイを見送り、リリエンティーナは踵を返した。

　これから舞踏会へ向かうと思うとやはり気が重い。

　やっぱり街の酒場へ行けばよかったかもしれない、と思いながら広間へ急いだ。









　広間へ行くと、皆が思い思いに踊っている場所から一段高くなった場所に国王がグエンダを侍らせて上機嫌でグラスを傾けていた。

「おお、聖女リリエンティーナ。遅かったではないか」

「申し訳ありません」

　国王に寄り添うグエンダが得意げに顎を上げてリリエンティーナを見下ろしてくる。どうやら新調したばかりの真っ赤なドレスを見せつけたいようだと気づいてリリエンティーナは軽くため息をついた。

　こちらに彼女と国王の寵を競っているつもりはないのに、どうにもわかってくれない。

「リリエンティーナ殿、陛下の舞踏会なのよ？　遅れてくるなんて失礼でしょう？」

　またはじまった、とリリエンティーナは内心うんざりした。

　これから長々とグエンダの嫌みが続くのだと思った時、国王が言った。

「よいよい。リリエンティーナ、今宵そなたの顔が見れただけでよいのだ」

「もったいないお言葉です、陛下」

　グエンダが憎々しげにリリエンティーナを睨めつけているが、別の貴族が機嫌を取りに来て挨拶は済んだとしてリリエンティーナは国王から離れた。

　貴族たちの間を声をかけられながら通り過ぎ、ひとまず広間の端のテーブルに近づき卓上を見た。脚がついた銀の皿に果物がこぼれ落ちそうに盛りつけられていたり、色鮮やかな野菜の層になっているパテが並べられていたりと豪華だが、飲み物はなにもない。

　リリエンティーナは喉が渇いていた。

「あの、水を持ってきてくれないかしら？」

　舞踏会という場で水とは無粋だったが、リリエンティーナはそう手近な給仕に頼んだ。

「かしこまりました、聖女さま」

　礼儀正しくうなずいた給仕が踵を返して遠ざかっていく。その背中を見ながらぼんやり考える。侍女はちゃんと医者に診てもらっているだろうか、よくない病気が隠れていたりしないといいのだが……。

「どうぞ」

　ふいに戻ってきた給仕にグラスを手渡され、我に返りリリエンティーナはそれを受け取った。

「ありがとう」

　見るとグラスには真っ赤なワインが注がれていた。

「え……これ……」

　確かに水を、と頼んだはずだが給仕はさっさと離れて行ってしまい、呼び止める暇もなかった。

　あまりワインは飲まないようにしている。

　聖女が酔って羽目を外し、誰かに見られでもしたら大問題だからだ。

　迷ったが、喉が渇いていたこともあってそのまま口に運ぶ。

　一杯くらいなら酔うこともないだろうと思ったのだ。

「……？」

　飲んでみると妙な口当たりのワインだった。

　もったりと喉に絡みつくような苦みがある。

　そのワインが喉を通り過ぎると、突然胸の奥が重苦しくなりリリエンティーナは息をのんだ。

「く……っ」

　体に力が入らなくなりグラスを大理石の床に落としてしまい、耳障りな音に近くの貴族が何人か振り返る。

「聖女さま？」

　ついに床に膝をつきしゃがみ込んでしまったリリエンティーナに周りの人だかりができた。

「どうなさいました？」

「く……苦し……」

　飲み込んだワインが体の奥で不穏な重苦しさで渦巻いているようで、リリエンティーナは胸を掻き毟りたくなった。

「聖女さま、癒やしの力を！」

　誰かが叫ぶが、自分のために使える力ではないのだ。

「う……っ」

　もしやワインに毒が盛られていて、このまま死ぬのかもしれないと思った時だった。

　意識が薄れそうになったところ、唐突に苦しさが消え、リリエンティーナはようやく息をつくことができた。

「は……あ……一体……なにが……」

　起こったのだろう？

　毒ではなかったのかと。

　嘘のように苦しさが消え、ようやく顔をあげると周りから悲鳴が上がった。

「聖女さま、御髪おぐしが……！」

　髪？

　髪がどうしたのだろう？

　頬にかかっている髪に目をやり、何度か瞬きをしてからまじまじと見た。

　輝く蜂蜜のようだと謳われた金の髪が、すっかり色褪せて光のない灰色に変わっていた。

「な……」

　呆然としながら周りを見回すと、貴族たちは皆、気味が悪そうにリリエンティーナを見ている。そこに心配そうにしている顔はひとつもなかった。

　誰も手を差し伸べてくれない。

「な、なんとしたことか、聖女……」

　国王が眉をひそめながらも、その変化を確かめるように近づいてくるところだった。

「陛下……」

　この不可解な状況を収められるのは国王しかいない、とリリエンティーナは期待した。

　だが、

「陛下！　もはやその者は聖女ではありませぬぞ！」

　声の主を見ると、重々しい法衣に身を包んだ司教だった。

　この王都の大聖堂に仕えていて、王宮でもその影響力が強い人物だ。

「その不吉な色の髪がなによりの証拠。聖なる力が禍々しい魔力に変わった証拠ですぞ！」

「な……」

　貴族たちから悲鳴が上がった。

　この世界には、聖なる力があるからには、その正反対の力も存在する。

　魔力というものだ。

　これは聖女の力とは違い、誰の身にも宿る力だとされている。

　ただ、大抵の者にはほんの少ししか魔力は宿っていない。

　魔力をもとに魔術を行うには、よっぽど強い力が必要だといわれている。

　そして、この大陸で広く信仰されている神教では、魔術は禁忌とされている。

　よって魔術を使ったとなると厳しく罰せられるのだ。

　その教義に則って司教が告げた。

「魔力のある者、必ずや陛下とこの国に禍をもたらします。その存在すら許してはなりません。火刑に、火刑にするのです！」

　広間に集まった貴族たちからどよめきが上がる中、グエンダと司教が互いに目配せし合っているのが見えた。

　はめられた――！

　広間になだれ込んできた兵たちがリリエンティーナを手荒に引き立てていこうとする。

「放して！　誤解だわ、わたしは禍をもたらしたりしない！」

　確かに、ずっと熾火のように暖かかった胸の奥が、いまではすっかり冷めてしまい、あのワインを飲んだ時に感じた重苦しさがある。

　もしかしたら、これが本当に魔力なのかもしれない。

　リリエンティーナはこれまで丁重に扱われていたのが嘘のようにそのまま牢へ押し込まれた。









「元聖女……リリエンティーナよ」

　はっとして振り返ると国王が数人の護衛を連れただけで鉄格子の向こうに立っていた。

　その顔には恐れと哀れみがあった。

「……陛下」

　弁明も許されず、牢に閉じ込められて一週間が経っていた。

「この度のこと、司教は火刑にせよ、と忠告してきたが、魔力とは魔術を使える者に師事し、使い方を学ばなければ使うことはできないといわれておる。で、あるからして、そなたの聖なる力が魔力へと変わったとて、このままこの牢にひとり幽閉となれば魔術を使うこともできぬであろう」

　リリエンティーナは息をのんだ。

　これから死ぬまでこの殺風景な牢で一生を終えるのか、と。

「だが、魔力とは恨みや怒りで増幅されるものともきく。だから、いま一度、心より誓ってもらおう、元聖女であることの誇りと高潔さをもってこの国に仇などなさぬと」

「……誓います」

　リリエンティーナは迷わず答え、その言葉に国王が重々しく頷いた。

「悪いようにはせぬ……決して私のことを恨むでないぞ」

　そうしてリリエンティーナは冷たい石造りの牢ではなく、森の奥深く、昔、世捨て人を気取った王族が趣味で建てたという屋敷に幽閉されることになった。

















第二章　幽閉生活はやめられない












　それから三年――王都から馬で半日ほど離れた森の中にひっそりと建つ屋敷でリリエンティーナは暮らしていた。

　この屋敷を建てた王族は人嫌いの変わり者だったというが、いまの国王から数代前の話らしく、詳しいことは知らされていない。

　岩山の中心が崩落してぽっかり空いた天然の壁のようになっている場所に建てられていて、小さな森がひとつ入るくらいの広さがあり、小川も流れている。

　壁のおかげで誰も近づけないし、リリエンティーナも出ていくことはできない。

　そんな場所だった。

「あーお腹空いた」

　リリエンティーナは窓からの光が眩しすぎて仕方なく寝台から這い出した。

　毎朝、リリエンティーナはお腹が空いて自然と目が覚めるまで寝ている。

　そうしていつも昼過ぎくらいにもそもそと起き出し、ぼんやりとしたまま顔を洗ってからキッチンへ向かう。

　屋敷は三階建てで、部屋数は寝室が三つ、広間とキッチン、あとは図書室となっている。

　王族とはいえ使用人も置かずひとりで暮らしていた主人のため、キッチンの造りはこぢんまりとしていながらも必要なものはそろっている。壁は白地に青い模様が描かれたタイルでかわいらしく、薪のオーブンもある。

　とりあえずいつものように紅茶を淹れようとリリエンティーナは暖炉の熾火をおこした。鉄のポットを鉤棒にかけ、もう一度火を調整する。

　今頃、この屋敷の小さな煙突からうっすらと煙がたなびきはじめているはずだ。

　お湯が沸くまで、壁に掛けてあるおそらく異国の、どう使うかわからない調理器具を眺める。これはリリエンティーナがこの屋敷に来たときにはすでにこの壁に飾られていたもので、意外と気に入っていた。

　ポットを用意し、茶葉を入れようとして気づいた。

「っと、もう茶葉がなくなるわね……」

　そうなると、そろそろ次の必要なものが届けられる頃だ。

　月に一度、王宮からこの屋敷に必要な物が届けられることになっている。中身はなんでもリリエンティーナの要望通りに揃えられている。

　基本的には食料で、あとは前月に伝えておけば、どんなものでも揃えて届けられる。

　質素な暮らしなどはまったく課せられていない。

　読みたい本や欲しい服なども頼めば思いのままで、おかげでこの生活になって不自由を感じることはほとんどなかった。

　ただ、ひとりで暮らしているので、すべてひとりでやらなくてはいけない。それでも困るのは、食べたいものは自分で作らなくてはいけないことくらいだ。

　食事の用意が面倒であれば、ひとりなのだから、適当なもので済ませる。

　そんな食生活でも誰にはばかることもない。

「昨日焼いたパンがまだ残っているから……」

　もうパンだけでもいいかと思ったが、リリエンティーナは物足りなさを感じてなにか挟むことにした。

「ベーコンもあるし」

　独り言ちながら、キッチンの天井から吊してあるしっかりと燻製されたベーコンを薄く切り、それをフォークに刺して暖炉の火で軽く炙る。

　切り分けたパンに油がジュウジュウと音を立てているベーコン、そこにさらにきゅうりのピクルスをのせて挟んだ。

「今日は凝った朝食になったわ」

　お湯が沸き、それで紅茶を淹れて大きなカップに注ぐ。

「いい香り……」

　ミルクがないのが残念だった。

　新鮮な食材は、王宮から物資が届く日から数日しか口にはできないのだ。

　リリエンティーナはふと思いついてサンドウィッチと紅茶のマグを手にキッチンを出て、庭へと向かった。

「んっ」

　両手が塞がっているので足で扉を開け、庭へ出た。

「眩し……」

　すでに強くなっている日差しに一瞬目眩がしてしまった。

「あぶない、あぶない」

　両手にしている朝食を取り落とさないようにしなくては。

　庭には季節の野の花が好き勝手に咲いていて、目を楽しませてくれる。昔は使用人が通いで来ていて庭が整えられていたようだが、いまは自然のままになっていた。夏草が伸び出しているのが見えて、そろそろ草刈りをしなくては……と思うものの目を逸らした。

「ふう」

　適当なところに腰を下ろすと、がさがさと近くの木の枝が揺れた。

　立派な林檎の木の枝からリリエンティーナを見下ろしているのは黒猫のルールールーだ。

「おはよう、ルールールー」

　ルールールーは軽蔑したような目でリリエンティーナを見ている。

「なによ、もうおはようなんて時間じゃないでしょって言いたいのよね。わかってるわよ」

　その通りだとばかりにルールールーが長いしっぽを一回ぱたりと振った。

　この黒猫はリリエンティーナがこの屋敷に幽閉されてから少し経った頃、カラスがどこかから攫ってきてこの庭で突っついて弄んでいたところを助けたのだ。

　それ以来、この屋敷に住み着いている。

　少し変わった名前は、子猫の時にゃーと鳴かずルールールーと鳴いていたからだ。

　巷では不吉だとされている黒猫を飼うなんてあらぬ誤解を生みそうだと思ったが、リリエンティーナが自分で選んだ毛色ではない。すべてはカラスが運んできたのだから仕方がないと開き直ることにした。

　少しは幽閉暮らしの慰めになると思ったのもあった。

　なにしろ最初は人里離れた森の奥でひとり暮らすことに慣れなかった。夜は真っ暗で、なにか出そうだったからだ。そんな時でも頼るものはなにもない。

　黒猫は、暗闇では目を閉じてじっとしているとどこにいるかわからないが、触れるとふわふわして、温かいものがいると思えばほんのちょっと心強かった。

「朝ご飯は食べたの？」

　そう訪ねると、ルールールーが木の枝から飛び降り軽々とリリエンティーナの隣に着地した。

　ルールールーの食事はリリエンティーナも用意するが、野生を発揮して自ら調達もしている。特に朝はリリエンティーナが寝坊してばかりなので、なにも期待していないようだった。

　まるで言葉を解しているように、ルールールーはぺろりと舌を出して口の周りをなめた。

「そう、よかったわ」

　ルールールーとは、飼い猫と主人というより、お互いあまり干渉しない同居人のような関係だ。

　そんなつかず離れずの距離感が、リリエンティーナには心地よかった。

　隣に座るルールールーの背中を撫でながらのんびりサンドウィッチを食べ、紅茶を楽しむ。

「うーん、おいしい」

　やっぱりベーコンとピクルスは相性がいい。

　もうひとつ食べられそうだったが、さすがにやめておいたほうがいいかな、と思う。

「はあ～いい天気ね……」

　リリエンティーナは食べ終わったあと、ごろりと草の上に寝転がった。

　王宮にいた頃は、こんなことはとてもできなかった。

　毎日広い食堂で聖女らしく楚々と食事をし、その後お茶を飲みながら貴族たちと談笑。退屈な話のせいで眠気に襲われることもしばしば。朝の鍛錬で騎士の誰かが何枚的の真ん中を射貫いたとか、貴族の令嬢が新しいドレスを新調したとか、そんな話には、どうしても興味が持てなかった。

　思えば王宮暮らしは窮屈だった。

　リリエンティーナはもともと王国の貧民街の出身で、物心ついた頃にはすでに親はなく、街の路地でさまよっていた孤児だった。

　身を守るため男の子の格好をしてその日暮らしをしていたが、ある時下働きを探していた修道女に見つかり、女の子はこんなところにいてはいけない、と教会に連れていかれた。

　そこでは男の子のふりをする必要はなかったが、教会での暮らしはおそろしく厳格で、自由はなかった。朝は日が昇る前に起き、野良仕事や家畜の世話。冬の冷たい水での拭き掃除、少しでも手を抜くと厳しい罰があった。しかも、食事は質素だった。それも下働きを務めて何年かの後、修道女見習となれば少しは楽になる、と言われていたが、修道女になりたいなど、リリエンティーナは一言も口にしたことはない。

　ただ、教会では読み書きを教えてもらえた。

　それだけが、あの時代の収穫だった。

　そうして暮らしている内、あれは十歳の冬のこと、リリエンティーナに聖女の力があることがある日突然気づかれることになった。

　軽い傷や頭痛など具合の悪さを自分が癒やせることは、リリエンティーナ自身は昔から知っていた。だが、ずっと隠していたのだ。

「……はっ、寝ちゃってた」

　体を起こすと、すでにルールールーはいなかった。

　もっと日当たりのいいところでひなたぼっこをしているのだろう。

　さすがに一日寝て過ごすのは、誰に対してというわけではなく、なんとなくばつが悪い。とはいえ、なにかやらなくてはいけないこともない。

　シチューを煮ながら図書室から持ってきた本を読んだり、編み物をしたり、なにをしても自由だった。

　この状態を、一言で言うと、最高！　だ。









　翌朝、リリエンティーナはいつもより早起きし、朝食もとらずに屋敷を出た。

　なぜなら今日は王宮から必要物資が届く日だからだ。

　崩落した崖を利用した壁は一部分だけ重厚な鉄の門となっている。目の高さに人の顔が見えるくらいの隙間があり、そこにも鉄格子が嵌まっているという厳重な造りだ。おかげでルールールーが外に行ってしまう心配もない。

　リリエンティーナは幽閉されている身なので、内側からは開かないようになっているが、その門のところまで必要物資は届けられるのだ。

　うきうきと足取りも軽く門の所へ行くと、今回も木箱がどっさり積まれているのが見えた。

「ふふふ……」

　やはり湧き上がってくるよろこびが抑えきれない。

「先月頼んだ異国の茶葉は入ってるかなーっと。それで新鮮なミルクを紅茶に入れて、あと城下町でいちばんおいしいお店のスコーンとパイも頼んでおいたから……」

　城下町のことは、いまはもうよくわからなくなっているリリエンティーナだったが、とにかく『いちぱんおいしい店のもの』を頼むことで充実した食生活を送ることができていた。

　幽閉の身ではあるものの、こんなにもあれこれわがままが通るのは、国王がリリエンティーナのことを恐れているからだ。

　ここは人里離れた森の中で壁に囲まれているが、さらに誰も近づかないように常に交代で兵士に見張られている。ここから少し離れたところに兵士が控えるための宿舎もあるのだ。

　国王から、決してよからぬ者をリリエンティーナに近づけるなと命令されていて厳重に守られていた。

　この国は特に厳しく魔術を禁じ、取り締まっている。

　それでも、リリエンティーナを火刑に処さなかったのは、悪霊となって祟られるのを恐れているからだ。

　リリエンティーナは、魔力が宿っただけでまだ魔女ではないが、もしかして、と思っているのだろう。

　それはずっと感じていた。

　癒やしの力は聖なる力だ。

　だが多くの者は、持たざる力を持つリリエンティーナを得体が知れない、と心のどこかで恐れている。

　だから、ひとりは気楽だった。

　そんなことを考えながら、リリエンティーナは一番上の木箱を開けた。

「きゃあ！」

　さっそく甘く香ばしい香りが漂ってくる。

「朝いちばんの焼きたてスコーンだわ。それに、カスタードパイと、蜂蜜のパウンドケーキ……！」

　胸が躍るとはこのことだった。

「まずはなにから食べようかしら……パウンドケーキは日持ちするし、やっぱりカスタードパイ？」

　屋敷に戻ったらまずは紅茶を淹れて食べよう。

　そう思いながら次の木箱を開けると、新鮮な野菜と果物の上に書簡らしきものがあった。

「ん？　なにこれ？」

　いつもはこんなものは入っていない。

　手にとって見ると、蝋で封印されている。その封印をリリエンティーナはまじまじと見た。

「これは……」

　悠然と翼を広げた鷹の紋章は、アルセイ王太子のものだった。

「アルセイの……」

　思えば舞踏会の夜、王宮の廊下でたわいない会話を交わしたきりだ。あの時は、こんなことになるとはまったく想像もできなかった。

　リリエンティーナは幽閉されてから、元いた王宮の様子など知る機会はまったくない。なにより知りたいとも思わなかったというのも大きかった。もう遠い世界のように感じたからだ。

「でも……」

　思えばあの後、アルセイ王太子は一体どうしていたのだろう。

　そして、なぜ三年経ったいまこうして手紙を寄越したのか。

　ごくりと息をのんでからリリエンティーナは意を決して封を破った。

　この筆跡、やはり間違いなくアルセイ王太子からの便りだ。

　はじめに、元気にしているかとリリエンティーナの様子を訊ねてあり、長い間手紙のひとつも送らなかったことが詫びてあった。

　そして、

「え……」

　次の文章に目をやった時、ぎくりと体が強ばった。

「あの国王が……崩御！　しかも、一年も前に……」

　思ってもみない報せだった。

　なんだか止まっていた時間が動き出したような気がした。

　続きには、その喪が明けて王太子だったアルセイが国王に即位したことでようやく連絡できた、と書かれてあった。

「アルセイ王太子が国王に……」

　感慨深かった。

　父親である国王といつも衝突していた王太子。

　どんなに彼の考えが正しくても、最後は国王の権力には叶わず、いつも悔しい思いをしていたのをリリエンティーナは知っている。それでも、アルセイは善政を敷かない父親を排除し、自分が国王となって権力を掌握したいと思っていたわけではなかった。尊敬できる父親、国王であってほしいと望んでいただけだったのだ。

　親子は最後にわかり合えたのだろうか。

　そうであってほしいが、そんなにうまくはいかなかったのではないかとも思う。

　詳しいことは書かれていない。

　国王は独善的で、自分よりも臣民から支持を集めている息子のアルセイを疎んでいたし、彼の母親で賢妃と讃えられた王妃を可愛げがないと離宮に追いやった後、多くの愛人と醜聞を流し、ついに娘ほども年の離れたグエンダを王妃のように扱いはじめたのだ。

　アルセイの心中を察すると、やりきれない。

　しんみりとしながら、手紙の続きに目を通す。

「えーっと、この機にそなたの名誉を回復したいと……え？　め、名誉って、わたしの？」

　リリエンティーナは、呆然としてしまった。

　そんなこと、考えたこともなかったからだ。

　だが、端から見れば、幽閉生活なんてとんでもなく惨めで孤独で、華やかな王宮へ戻りたがっていると思われるのも当然なのかもしれない。

「でも、わたしはこの生活が気に入っているのよーっ！」

　つい声に出して叫んでしまった。

　確かにリリエンティーナも最初は火刑よりはましだとは思いつつも、幽閉されるなんて死んだも同然ではないのかと絶望していた。

　だが、実際に幽閉されてみると、もともと孤児で孤独な暮らしをしていた時期もあったし、聖女として貴族たちに囲まれた華やかな生活は性に合わなかったことに気づいたのだ。

　それどころか、いまとなってはこの幽閉生活はなんて自分には向いているのだろう、と気に入っているのに。

　一旦手紙から目を逸らし、大きく息をついて自分を落ち着かせる。

「だ、大丈夫、大丈夫。もう名誉なんてどうでもいいって断ればいいのよ。それにいまでも魔力が宿っているのは本当のことだし」

　普段は特に気にならないが、試しに癒やしの力を使うように意識を集中すると、胸の奥が重苦しい。

　三年経ってもいまだ変わることなく、禍々しい魔力が眠っているのがわかる。

　この魔力がリリエンティーナの内にある限り、幽閉を解くわけにはいかないはずだ。

　震える手で手紙を持ち直し、続きに目を通す。

「この三年、問題なく幽閉生活を甘んじて受けていたことを信じ、そなたの名誉を回復したい。ただ、このまますぐに以前と同じく王宮に迎え入れるのは難しいと思われる。よって、まずは王族と婚姻し、仲睦まじく暮らしていると民や貴族たちに知らしめ、この国に対しても害意がないと証明できれば……なによりリリエンティーナの聖女としての功績は素晴らしく……恩赦を与えるにふさわしい……」

　今度こそ、リリエンティーナは手紙を足元に取り落とした。

「王族と……け、け、け、結婚……？」

　アルセイもとんでもないことを言い出してくれたものだった。

　他にも名誉を回復する方法なんてある気がしますけど!?

　なのに、なぜ結婚!?

「待って、待って、本当に……」

　とりあえずリリエンティーナは木箱の中から瓶入りのミルクを取り出し、一気に飲んだ。

「んぐ……ぐ……」

　いつもなら、もったいなくて大事に味わって飲むのにそんなことかまっていられなかった。

　しかも、いつもこの日を楽しみにしている芳醇でコクのある新鮮なミルクなのに、まったく味がわからない！

「はあ……はあ……」

　肩で息をしながらミルクの瓶を置き、行儀悪く口元を手で拭うとなんとか気を取り直して手紙を拾った。

「……ついては、結婚相手の候補を二日後そちらに向かわせる。しばらくその屋敷で一緒に暮らしてみて、お互いをよく知ることができたら結婚を」

　ついにリリエンティーナは手紙を両手で握りつぶしてしまった。

「ふ、二日後！」

　二日後とは、明後日のことだ。

　そんなあたり前のことを考えてしまい、リリエンティーナは灰色の髪を掻き毟った。

「なんで突然こんなことに……」

　もともと聖女の身分なんてありがたがってなかった。

　森の奥でひとりさびしく幽閉生活なんて、と哀れまれてもよかった。

　それどころか王宮の貴族たちから忘れ去られたところで一向にかまわなかったのだ。

　いつもは楽しみなこの必要物資が届けられる日が、とんだ幕開けになるのかもしれなかった。

　リリエンティーナは、のろのろのと屋敷から押してきた手押し車に木箱をのせ、いつもとは違う重い足取りで戻ったのだった。









　屋敷に戻り、カスタードパイをお気に入りの皿に切って盛りつけたものの、リリエンティーナは組んだ手の上に顎をのせて考え込んでいた。その横には、今日届いたばかりの鶏肉の燻製をおやつにもらったルールールーが、テーブルの上で横たわり満足げに食後の毛繕いをしている。

「王族の結婚相手……」

　リリエンティーナの結婚相手というのだから、おそらく同じ年頃の青年だろう。

　すっかり薄れていた記憶を呼び戻すと何人かの顔が浮かぶ。

「はあ……」

　無意識にため息が漏れるほど、頭が痛かった。

　青年王族といえば、その特別な身分をいいことに好き放題に振る舞っている遊び人しかいない。それがリリエンティーナの印象だ。

　とにかく浮き名を流すことを自慢とし、酒に溺れ、放蕩な生活をしている、つまり碌な者はいない。

　この国の王家はとにかく血縁者が多い。

　代々好色な王が多いから、というのもあるらしいが、自称王族というあやしい出自の者も大勢いる、と以前自嘲気味に王太子が言っていた。

　結婚なんて考えたこともなかったし、しかも、その相手が王族なんて……。

　リリエンティーナは、気を取り直すそうと、カスタードパイに手をつけた。

　香ばしいパイ生地からは芳醇なバターの風味が溢れてくる。

　カスタードはなめらかでコクがありつつも、口の中で溶けてしまう。

「と、とにかく、試しになんだから、どんな人が来たって断ればいいのよ、断れば……いや、相手に断られる可能性のほうが……」

　アルセイ王太子は無理強いして、なにがなんでも結婚させるようなことはしないはずだ。

　それに、とリリエンティーナはテーブルの上のルールールーを見た。

「猫が苦手かもしれないし……」

　毛繕いをしていたルールールーが、きょとんとした顔で動きを止める。

　じっとこちらを見る緑の瞳が美しい。

　艶やかな黒い毛並みにしなやかな体躯。

　ルールールーは、カラスがどこかから攫ってきた野良猫の子だが、大変美しい猫だった。

「あなたを嫌いな人なんていないわよね」

　そう言いながらルールールーの背中を撫でようと手を伸ばしたが、触るなとばかりに前足で叩かれてしまった。

「ちょっと、もう……冷たいんだから」

　だが、爪は立てないところがルールールーのかわいさだと思いつつ、リリエンティーナは相手が猫嫌いの可能性に一縷の望みをかけたのだった。

















第三章　ぐーたら生活の終わり？












　朝、緊張からか、いつもより早く起きてしまったリリエンティーナは思った。

　そもそも結婚前提とはいえ、こんな森の中の屋敷で若い男女をしばらくだけとはいえ一緒に暮らさせるというのはいかがなものか。

「そういえば若いかどうかもわからないんじゃない……？」

　遊び人の青年王族が、幽閉されている元聖女と結婚するなんてあまり考えられない。だとすると、相手はなんらかの理由で婚期を逃したか、またはかなり年上の相手かもしれない。

　いつものように朝の支度を終え、鏡の前に立った。

　いまでは灰色の髪は自分で切るしかないため、たまに毛先を整えたりするだけで伸ばしっぱなしだ。

　以前は蜂蜜色とも讃えられた金の髪だったが、なんだかもう思い出せなくなってきている。

　自分の髪だったのに。

「髪の色以外はそんなに変わっていないと思うんだけど……」

　縁談の相手は、王宮で暮らしていたリリエンティーナの姿を知っているのだろうか？

　いまのリリエンティーナとはあまりにも落差があるかもしれない。

　なにしろ王宮にいた頃は、毎日窮屈なドレスを着ていた。

　いまでは自分でも信じられない。

「でも、これでいいのよ」

　リリエンティーナは開き直って部屋を出た。

「う……眩しい」

　朝の日差しに目がくらみそうになってしまった。

　思えばこんなに早く起きたのは久しぶりだ。

　本当に縁談の相手は現れるのだろうか？

「結婚ねえ……」

　断りたいが、リリエンティーナの名誉を回復しようとしてくれているアルセイの思いやりを考えると無下にはできない。

　いまや国王となったアルセイの周りでは当然反対する者もいただろう。

　きっとそれを押して縁談という解決方法を模索してくれたのだ。

　そうなれば、リリエンティーナも幽閉されているとはいえ、生活に必要なものを送ってもらっている義理を果たさなければ……。

　ただ唯一の希望は、向こうが断ってくれることだ。

　そもそもこんな結婚話向こうから断ってきそうだが、王族といってもいろんな者がいる。

　これを国王に恩を売るチャンスととらえる者もいるかもしれない。

　うだうだ考えながら門まで空いた木箱を運んでいく。

　いつもなら門の外側の遠くから警備兵がこちらをうかがっているので、ぺこりと頭を下げて屋敷へ戻る。

　これは、リリエンティーナの様子が変わっていないかなどを確認するためで、幽閉されている者の義務とされてなんとか寝坊しないようにこれまで気をつけて守ってきた。

　だが、いまは門の前で足を止めじっと待つ。

　警備兵の姿は見えない。

　やはりいつもと違うということは、結婚候補の相手が現れるはずなのだ……。

　ドキドキしながら待っていると、しばらくして足音が聞こえてきた。

　思わず逃げ出しそうになったが、なんとか踏みとどまる。

　現れたのは、見知った顔の警備兵で、リリエンティーナを認めるとうなずくように礼をした。

　そして、警備兵は鍵を取り出し門を開ける。

　木箱を運び入れたり運び出したりする時は鍵を開けているのだろうが、こうして見るのははじめてだ。

　これまで口をきいたことはないが、なにか挨拶すべきか迷っていると、警備兵の背後から人影が現れた。

　警備兵が振り返って言った。

「こちらがこの度、国王陛下からお話のあった結婚相手候補の、レニアス殿です」

　静かに立っているのは長身の青年で、危惧したほど年上ではないが、体格はがっしりしていて、とても王族の遊び人には見えない。しかも、身につけているものも地味で、貴族というより戦士のようだ。なにより腰に大剣を帯びている。

　一見した印象は、いかつい……だ。

「あ、あの……げほっ」

　リリエンティーナは言葉を発しようとして声が上手く出ないことに気づいた。

　普段、独り言か一方的に猫のルールールーとしか話すことがなく、自分が人と会話することを忘れていたと思い出す。

　みっともないが一度咳払いをした。

「んん、あの、わたくし、リリエンティーナ……と申します、はじめまして……」

　青年の謎の雰囲気に圧倒されながらも、なんとか挨拶はできた。

　警備兵がちらりと横目でうかがうと、青年が口を開いた。

「レニアスだ。よろしく頼む」

　そのまま青年は黙り込んでしまった。

　にこりともしないでなんとも気まずく、やはり彼、レニアスもこの結婚話は不本意なのかもしれない。

「ええっと、それで……」

　リリエンティーナは、この結婚話は断るつもりだと伝えようとするものの、相手が気分を害さない言い回しなどなにも考えてなかった。レニアスのほうから切り出してくれないかと期待したが、黙ったままだ。

　当事者のふたりが黙って立ち尽くしているからか、警備兵が鍵を取り出し鉄格子の門を開けた。

　レニアスが内側に足を踏み入れてリリエンティーナの前に立った。

　見上げるほどの長身に怯んでしまう。
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「それでは」

　警備兵は役目は終わったとばかりに門を閉め鍵をかけて行ってしまい、リリエンティーナは引き留めようにも咄嗟に体が動かなかった。

　どうすれば……。

　こんな状況は想定していなかった。

　だが、こうして幽閉されている門の内側に入ってきてくれたレニアスを、追い返すわけにはいかないだろう。

「で、では、とりあえず屋敷はあちらです」

　結局そうとしか言えなかった。

　この縁談をどうするかも門の前で立ったままする話ではないとも思ったからだ。

　先に立って歩くと、レニアスはゆっくりと後をついてくる。辺りにちらりと目をやっているが、その表情から特に興味はなさそうだ。

　あらためて見ても、知っている顔ではない。

　リリエンティーナも王宮で短くない期間暮らしていたのだ。大抵の王族、貴族の顔は知っている。

　一体、アルセイはなにを考えてレニアスを寄越したのか……。

「ここがわたしの暮らしている屋敷です」

　なんとなくレニアスの反応が気になった。

　もっと陰惨な環境を想像していただろうか？

　扉を開けながら、リリエンティーナは思った。

　この屋敷に誰かを招き入れる日が来るなんて。

「はじめに言っておいたほうがいいことがあるのですが……」

　ルールールーのことだ。

　いつもはこの時間、居間のソファで寝ていることが多い。

「ここで猫を飼っていて……」

　すでにいつもとは違う気配を察していたのか、ルールールーが棚の上でいままで見たことがないほど首を伸ばして座っていた。

「ルールールー……」

　ルールールーは目をまん丸にしてレニアスを見ている。

　驚くのも無理もない。

　子猫の頃からこれまでリリエンティーナ以外の人間を見たことがないのだ。

　しかも、レニアスは男性で、同じ人間とはいえリリエンティーナとは見た目や雰囲気が大きく違う。

「あの、猫が苦手だったり……？」

　そっとレニアスの表情をうかがうとさっきとなにも変わっていない。

「いや、特に苦手というわけではないが」

　そう言ったレニアスに、ルールールーが突然飛びかかった。

「ルールールー！」

　リリエンティーナは悲鳴を上げたが、レニアスは避けようともしなかった。その結果、

「これは……驚いた」

　ルールールーは、レニアスの肩に乗り、彼の頬に顔を押しつけグルグルと喉を鳴らしている。

「え？」

　リリエンティーナもはじめて見るくらいルールールーはうっとりとしている。

「ちょ、ちょっと、ルールールー。お客さまにそんな、いきなり迷惑でしょ」

　手を伸ばしてルールールーをレニアスから引き剥がそうとするが、するりと躱されてしまう。

「こら！」

　もともとリリエンティーナには滅多に甘えたりしてこない猫だが、レニアスの肩の上から得意げに見下ろされてしまい、さすがに飼い主のプライドが傷ついた。

「随分と人懐こい猫だな」

　ルールールーは長いしっぽを高々と上げている。

「普段はそうでもないんですけど」

　ひとまず迷惑そうでもないようなので、ルールールーの好きにさせておくことにしてレニアスに椅子をすすめる。レニアスが椅子に腰を下ろすとルールールーはその膝に丸くなって落ち着いてしまった。

　そうして、リリエンティーナはまず紅茶を淹れた。

　昨日届いたばかりの遠い異国の茶葉だ。

　不思議な香りが漂い、いつもなら胸一杯に吸い込み堪能するところだが、いまはそうはいかない。

「あの、レニアスさまは、王太子、じゃなかった、国王陛下のご親族ということになるのですよね？」

　じろりと見られてリリエンティーナはあわてて言った。

「も、申し訳ありません。正直なところ、あなたのことを国王陛下から詳しく聞いていないのです。どのような方なのか、などもまったく」

　紅茶を一口飲んだレニアスがカップを置いた。

「……手紙には間に合わなかったのだろうな」

「それは、どういうことでしょうか？」

　しばらく間があった。

「言いにくいが、陛下はご自分の親族の中から貴女の結婚相手となるべき者をさがされた。他の貴族に押しつけるわけにはいかないから、と」

「お、押しつける……？」

　そうだ、とレニアスがうなずく。

「陛下は、親族で未婚の男すべてにこの縁談を持ちかけられたそうだが、その……ことごとく断られたらしい」

　リリエンティーナは頭が真っ白になってしばらく言葉がでなかった。

　よろこんでこの縁談に乗ってくる者がいるとは自分でも考えてなかったが、はっきり言葉に出されるとやはり動揺した。

　これでも、以前は聖女として誰からも敬われていたのだ。

「そ、それって……」

　やはり少しは出世がちらつくはずの国王からの縁談を断るなどよっほどのことだ。

　リリエンティーナは息をのんだ。

「あの、では、あなたはなぜ……？」

　そんな誰もが断る結婚話を了承してここへきたのか？

「実は、俺は王族とはいえ陛下とはかなりの遠縁で、一応爵位はあるが家は裕福ではない上、三男ということもあって幼い頃から騎士見習いとして家を出て、騎士となった後も国境の警備に派遣され王宮など出入りしたこともない」

「そう……だったのですね」

　なるほど、それで顔を見たおぼえがないわけだ。

　王都から遠く離れた国境の警備にあたっていたというのも、納得できる出で立ちだ。

　毎日王宮で遊び暮らしている者たちとは雰囲気が違うのももっともだった。

「ずっと国境地帯で隣国との小競り合いに駆り出され、結婚などする機会もなかったが、家を継ぐ身でもなし、それでいいと思っていた。このままこの国境の地で、死ぬまで戦って骨を埋めるつもりだったのだが……」

　そこでレニアスは息をついた。

　なんだか言いにくそうな様子で、リリエンティーナはじっと彼が口を開くのを待った。

「それが、戦いで膝を負傷してしまって、もう騎士としては役に立たなくなった」

「え……？」

　深刻な告白にリリエンティーナはどきりとした。

　レニアスの持つどこか陰のある雰囲気は、そのせいなのかもしれないと気づく。

　重々しい話をレニアスは淡々と続ける。

「騎士としてはもう戦えなくなって、他にできることもないもので、なにか役に立てることがないかと、はじめて国王陛下を頼みにお目通り願ったところだった。そうしたら、貴女との結婚をすすめられて……」

「でしたら、レニアスさまは、よろしいのですか？」

　誰もが断った縁談だ。

　ここにいるということは、了承したということなのだろうが、リリエンティーナはそう尋ねずにはいられなかった。

「騎士でなくなった俺が役に立てるのなら、と迷わず承った」

　まっすぐリリエンティーナを見るレニアスに、息をのんだ。

　これでますますリリエンティーナから断るわけにはいかなくなってしまった。

「……ただ、陛下からは、結婚というものは、お互いの相性もあることだし、無理強いはしたくないと。お互いを知る期間を設けてそれから決めるようにとも仰せだった」

　国王は、リリエンティーナのしあわせを願っているのだと。

「アルセイ国王陛下が……」

　きっと、あの舞踏会の夜、あっけなく別れたきりなのをアルセイは悔いているのかもしれない。

　もし自分がその場にいたら、と。

　リリエンティーナは、しみじみと懐かしいアルセイの顔を思い浮かべた。

　確かに、お互いを知る期間を設けるというのはよい案だと思うが、いきなりふたりきりで同居というのは少々身の危険を感じる。

　もちろんリリエンティーナが王族と結婚し、これで聖女から魔女となった恨みを晴らす気はない、と証明できるまで幽閉を解くわけにはいかないのだろうし、あまり多くの者と接触させたくないのだろうとは、思うものの……。

　貴人の幽閉ともなれば、何人かの使用人が世話のために傍に仕えることもあると聞いた。

　ただ、リリエンティーナの場合、使用人に紛れ込んで魔術師が近づくことを恐れて、たったひとりの幽閉ということになっているのだ。猫は勝手に飼っているが。

「心配しないでほしい。戦えなくなっても俺は死ぬまでこの国と陛下にお仕えする騎士。女性とふたりきりで同じ屋敷に暮らすとはいえ無体なことなど決してしないと誓う」

「それは……」

　騎士だからといって清廉潔白な者ばかりではないとリリエンティーナはよく知っているが、レニアスからは、なんだかそんな下心のようなものは感じなかった。

　なんというか、元気のないまるで枯れかけている花のようだ。

　こんなたくましい体躯の男性を花にたとえるのもおかしな気もするが、いまの彼の様子にぴったりだと思えた。

「……わかりました。国王陛下はいまではわたしが唯一信じるお方。レニアスさまのことも信じます」

　不安はあったが、追い返すことはできなかった。

　それまで担っていた役目が突然なくなる虚しさはリリエンティーナもよくわかる。

　どこにも居場所がなくなり、ここで暮らすことになった自分と重なったからだろうか。









　屋敷は三階建てで、キッチン、居間、書斎と図書室以外に小さな部屋が四部屋あって、その一室をリリエンティーナが寝室に使っているだけなので、部屋は余っている。

　レニアスにはまず三階の部屋に案内してみた。

　あの部屋は南向きで日当たりがいい。

　ただ、誰も使っていないので、いまのところ室内には、ベッドとチェスト、ちょっとした書き物をするための小さな机に椅子しかない。

「階段は大丈夫ですか？」

「大丈夫だ、戦いでは役に立たなくなっただけで、日常生活にはさほど不自由はない」

　だが、注意深く観察していると、やはり右膝をかばって歩いているように見える。

「いくつか部屋は空いているのですが、こちらの部屋はどうでしょう」

　ドアを開けると、しばらく使っていなかったため、部屋がほこりっぽいことに、いまさら気づく。

　しかも、窓どころか鎧戸も閉まっていて、薄暗い。

「しまった……いえ、すみません、窓を開けておけばよかったですね」

　屋敷の窓を開けて一斉に空気を入れ換えるなんてことは、たまにしかしてこなかったせいで、客人が来るというのに失念していた。

　家具には埃避けの布が被せてあるが、

　リリエンティーナはあわてて窓を開け、さらに鎧戸に手をかけた。

「う……」

　鎧戸の留め具が固くなっていてびくともしない。

　四苦八苦していると、後ろから手が伸びてきて軽く留め具を外し、そのまま軋む鎧戸を押し開けてくれた。

「あ、ありがとうございます」

「なるほど、いい景色だ」

　レニアスは窓に手をやった時のままの体勢で外を眺めていて、リリエンティーナがその腕の間にいることを忘れているようだ。

「あ、あの……」

　控えめに声をかけると、レニアスがはっとして離れた。

「すまない。その、気づかなくて」

　確かにレニアスとリリエンティーナは身長が違いすぎる。

　外を眺めている視界に入っていなかったのだろう、多分。

「部屋はここを使わせてもらう、ありがとう」

「では、こちらを好きに使ってください。あと、寝具はちゃんと干してありますから」

　リリエンティーナは窓から外の庭を指さした。

　庭に並べてある樽の上に寝具が干してあるのが見える。

「わかった。午後になったら自分で取り込むから、あとは気を使わないでくれ」

「一階の物置にいろいろと家具がしまわれているので、必要なものがあればなんでも使ってください」

　この屋敷を建てた主人が亡くなった後、家具などは物置にしまわれたようだった。

　中には高価そうな調度品もあったが、リリエンティーナはベッドとチェストさえあればよかったので、特に手をつけていない。

「あと、なにか足りないものがあったら言ってください。その、荷物が少ないようなので」

「ああ、もともと私物はできるだけ持たないようにしていたから」

　レニアスが手にしていた荷物を持ち上げて見せた。

「持たないように？」

　きちんとした性格で無駄なものをも持たないようにしているのだろうか、と気になってきいてみた。

「どうしてですか？」

　レニアスが平然と答える。

「死んだ時、私物が多いと処分に困るだろうと思って」

「あ……そ、そう……なんですね」

　思わぬ答えに驚いたが、それだけ死と隣り合わせの日々だったのかもしれない。

　とまどうリリエンティーナを見てか、レニアスが続けた。

「いや、すでに両親もいない上に、家の当主は兄になっているからな、俺の遺品が送られても迷惑だろうと思って」

「そんなこと……」

　ないのだろうか？

　実はよくわからない。

　リリエンティーナは天涯孤独で家族と暮らしたことがないからだ。

　ただ、どんな家族も仲が良く、うまくいっているわけではないのは知っている。

「いいんだ、俺は気にしていない。兄とももう十年以上会ってないし、結婚して跡継ぎも生まれてしあわせに暮らしていることは知っている。それで十分だ」

　そういうものなのかな、とリリエンティーナはそれ以上は聞かないようにした。

「では、夕食まで好きなようにお過ごしください」

　少し落ち着きたいだろうと思ったのだ。

　それに、リリエンティーナも普段からなにかしなくてはいけないことがあるわけではない。

　レニアスがベッドの上に無造作に荷物を置いて振り返った。

「夕食？」

「はい、陽が暮れる頃でどうでしょう？」

　今日は食材が届いたばかりだし、少しはレニアスをもてなせるだろう。

　そう言うと思ってもみない提案をされた。

「俺も一緒に作ろう」

「え？」

　リリエンティーナは驚いてまじまじとレニアスを見つめてしまった。

「お料理できるんですか？」

「戦場では、生きていくためにはなんでもやらないといけないからな。身の回りのことは一通りできる」

　ただ、そんな凝ったものは作れないが、とレニアスは頭を掻いた。

「そう……ですか」

　こうして誰もが乗り気ではなかった縁談を受け、わざわざ来てくれたのだから、リリエンティーナも少し前向きにレニアスに歩み寄らねば、と思った。

「でしたら、お願いします」

　それに、一緒になにかするのは、相手のことをよく知るいい機会かもしれない。

　レニアスはそのまま部屋に残り、リリエンティーナは一階に下りて届いた食材などを貯蔵庫に収めたりした。









　そうして夕刻――。

　リリエンティーナがそわそわしているとレニアスがキッチンにやってきた。警戒心を解いたのか、大剣は帯びていない。

「あの、部屋の居心地はいかがですか？」

「ああ、静かだし、いい部屋だ。俺にはもったいないくらいだな」

　それはよかったと、リリエンティーナはひとまずほっとした。

「それで、なにを作ったらいいだろう？」

　リリエンティーナは籠に盛った野菜をテーブルにのせた。

「今日は新鮮な野菜を使った料理ができる日なんですよ」

「新鮮な？」

　不思議そうにレニアスが首をかしげた。

「はい、食材が届くのは月に一度だけなので、その何日間くらいしか新鮮な野菜は食べられないんです」

　レニアスがじっとリリエンティーナを見つめ、しんみり言った。

「やはり不自由な暮らしなのだな、幽閉というものは」

「不自由？」

　きょとんとしてリリエンティーナはレニアスを見返してしまった。

「え？　そ、そんな不自由なんて」

　そこでリリエンティーナははっとした。

　自分は傍から見るとここに囚われ、自由を奪われた存在なのだと。

　だが、実際はこの敷地から出られないだけで、それ以外は自由に暮らしている上、好きなものはある程度手に入る生活だった。

　それどころか、周りの目を気にして聖女として王宮で慎ましく暮らしていた時より、贅沢をしていることもある。

「差し出がましいかもしれないが、スープは明日の朝の分まで作っておいたらどうだろうか？」

「あ、そうですね、次の日はまたおいしくなりますし」

　レニアスは器用に野菜の皮を剥いていく。

　言っていた通り、慣れた手つきだ。

　だが、どことなく心ここにあらずといった様子で、たまに手が止まっているのが気になった。

「切ったものを鍋に入れてもらっていいですか？」

　レニアスは答えず、切り終わった野菜の前で立ち尽くしている。

「……レニアスさま？」

「あ、ああ」

　我に返った様子でレニアスが野菜を鍋に入れていく。

　パンは先日送られてきた堅焼きのものを、あとは燻製された鴨肉を焼いてベリーのソースを添える。

「おいしそうですね」

　レニアスがかすかに微笑んだような気がした。

　あとはスープを皿によそうだけ、となったところでルールールーが匂いにつられて現れた。

　しっぽをピンと立て、ぐるぐるとリリエンティーナの足にまとわりつく。

「はいはい、あなたの分も用意しているわよ」

　棚の上に鴨肉を盛った皿を置くと、ルールールーがぴょんと飛び乗った。

　そうしている間にレニアスがスープをよそってくれていた。

「では、いただきましょうか」

　そう言うとレニアスがうなずいた。

　湯気を立てているスープを口に運ぶと、自分とは野菜の切り方が違うことに気づいた。

　レニアスの切り方のほうが、大きさが揃っていて丁寧だ。

「お、美味しいですね」

　なんだか不思議な感じだった。

　これまで食事といえばひとりきりで、たまにルールールーがテーブルで横たわってつまらなそうにこちらを見ているだけだったのに。

　レニアスは視線が合うと少し目を細めてくれる。

　ここは微笑んで返すべきだろう、と王宮暮らしの経験がものを言うが、リリエンティーナはぎこちなく顔を強ばらせるだけでうまくいかない。

　こんなはずでは、と内心焦るが、どうやって微笑んでいたのか思い出せないのかもしれなかった。

　食後の片づけもレニアスと一緒にやったおかげで、あっという間に終わってしまい、後には手持ち無沙汰なふたりが向かい合ってテーブルに座るだけとなる。

　気まずい。

　レニアスは、どうやら無口なようだ。

　リリエンティーナもずっとひとりで暮らしていたせいで、こういう時どうしたらいいのか、もう思い出せない。

　王宮で暮らしていた頃は、まだちゃんと人付き合いができていた気がする。

　ただ、レニアスはリリエンティーナと違って特に気詰まりでもないようだ。信じられないことに。

　と、ついそう考えてしまったが、もしかして、自分から部屋に引き取ると言えないのかもしれない。

「あの、レニアスさま。今日はお疲れになったのではありませんか？　よろしければ部屋でお体を休めてください」

　少し考えるようにした後、レニアスがうなずいた。

「そうだな、お言葉に甘えさせてもらうとしよう」

　レニアスが立ち上がると、ルールールーも当然のように後をついていこうとしている。リリエンティーナが迷惑かもと捕まえようとしたが、手をすり抜けて逃げていった。

「レニアスさま、あまりお気を遣わず、ここでは自由にお過ごしくださいね」

「ああ、ありがとう。おやすみ」

　レニアスが居間から出ていき、リリエンティーナも肩の力が抜けた。

　多少、不手際はあったが、なんとかもてなせたのではないかと思う。

「でも、慣れないことはするものじゃないわね」

　肩を揉みながらリリエンティーナも自分の部屋へ向かった。









　ベッドで横になったものの、リリエンティーナはいつも夜更かしをしているせいで、なかなか眠くならないでいた。

　しかも、自分の他に誰かこの屋敷にいることがなんだか落ち着かない。

　ただ、レニアスは、まだ会ったばかりだが、あまり存在を主張してこない控えめな人物のようで、その点はよかったと思っている。

　リリエンティーナのことも、幽閉された元聖女と知っていても、特に奇異に思ったり怖れたりも感じていないようだ。

　それはそれで変わっているのかもしれないが……。

「あとは、わたしのことを結婚相手として意識しているかどうかがよくわからないのよね」

　ここで猫と暮らしていて、あまり身なりにかまわなくなっていたのは確かだ。

　すっかり気を抜いていて、鏡を見ない日もある。

　それはつまり、リリエンティーナに魅力が……。

「いやいや、それでいいのよ。向こうが断ってくれるのがいちばんなんだから」

　国王の手前、リリエンティーナも最初からこの縁談を断るわけにはいかないのだ。

　ベッドでゴロゴロしながらとりとめのないことを考えていたが、そろそろ休もう、とひとつあくびをして立ち上がると、窓から見える庭の人影に気づいて悲鳴を上げるところだった。

「び、びっくりした、レニアスさまだわ」

　リリエンティーナは、心臓が飛び出しそうになった胸をなんとか押さえた。

　この屋敷に自分以外の誰かがいることにまだ慣れない。

　息を整え、もう一度そっと窓の外を覗いてみる。

「部屋に戻らなかったのかしら……」

　それにしても、なにをしているのだろう？

　レニアスは夜の闇の中、屋敷を背にじっと座り込んでいる。

「月でも見ているのかしら」

　空を見上げると、確かに美しい満月だ。

　気にはなったが、そっとしておいてほしいかもしれない、とリリエンティーナは思った。

　それに、レニアスは見るからに屈強な騎士だ。

　夜でもひとり庭にいたとして、心配するようなことはないだろう。

　なにより、ここは周りを壁に囲まれていて、誰も入ってこられないのだから。

　いくら縁談の相手とはいえ、その行動に一喜一憂していては、こちらも身が持たない。

「あまり気にしないようにしよう……」

　リリエンティーナもあわただしい一日で疲れた。

「あ、そういえば」

　休む時は部屋のドアに鍵をかけてくれ、とレニアスに言われていたことを思い出した。

　ずっとひとりだったこともあって、自分はこういう危機感が薄いのかもしれないと考えながら、リリエンティーナはドアの鍵をかけて眠りについた。

















第四章　元聖女、猫を被ろうとする












　ふいに空腹を感じて目が覚めた。

　だが、いつもよりなんだか疲れているように感じて起き上がる気にならない。

　リリエンティーナは寝返りを打ちながら、なぜこんなに疲れを感じているのか、とぼんやり考えた。

　毎日似たような日々を過ごしていて、ひどく疲れるようなことは特にないのに。

　夢見でも悪かったか、と思い起こすと、確かにおかしな夢を見た。

　結婚相手が尋ねてきて、ここでしばらくふたりきりで暮らすと……。

「……はっ！」

　夢じゃない！

　リリエンティーナは思わず飛び起きた。

　そうして額に手を当ててよく考える。

「夢……じゃないわよ……」

　あれは確かに昨日起こった本当のことだ。

　しかも、

「もうお昼じゃない……」

　カーテンの隙間から差す光で、いつもの時間まで眠っていたことに気づいた。

「どうしよう……」

　普通、朝には起きるのが常識のはずだ。

　ということは、もうレニアスも起きている可能性が高い。

　昨日来たばかりの場所で、昼までひとりどう過ごしていただろう。

　リリエンティーナは急いで身支度を調え、階下へ降りてみた。

　キッチン、居間、きょろきょろと探してみたがレニアスの姿はない。

「え……？　やっぱり……夢だった？」

　そんなはずはない。

　もしかして庭だろうか、と玄関へ向かったところ、外側からドアが開いた。

「っ！」

　日差しが眩しくて目を逸らすと、足元に長身の影が伸びてきた。その影に猫の耳がついている。

　なにかと思えば、ルールールーがレニアスの肩にまとわりつくように乗っていた。

「お、おはよう……ございます」

　もはや朝の挨拶にはふさわしくない時間だが、そう言うしかなかった。

「おはよう」

　レニアスは眉をひそめるでもなく、特になにも気にしていないようだ。

「あの、ちょっと寝過ごしてしまいまして」

　はっとしてリリエンティーナは手で髪を整えた。

　いつものように、櫛も通さず起きてきてしまった。

「ああ、よく眠れてよかった。俺は習慣で、つい日の出とともに起きてしまった」

「習慣ですか？」

　レニアスがうなずく。

「戦場では、朝は特別だから、つい目が覚めてしまう」

　遠い目をするレニアスに、リリエンティーナはそれ以上聞けなかった。

　だが、なんとなくここに幽閉される前、牢獄に留め置かれていた時のことを思い出した。

　あの時もリリエンティーナにとって朝は特別だった。

　不安で眠れずに過ごした夜が明ける時、朝の光が差してくるとほっとしたものだ。

　次の話題をさがすリリエンティーナにレニアスから話しかけてきた。

「朝食を作っておいた。よかったら、食べてくれ」

「え？」

　寝坊したリリエンティーナに朝食まで作ってくれているなんて、なんだか身の置きどころがないような……。

「えっと、でしたら、レニアスさまも一緒にお茶をいかがですか？」

　そうしよう、とレニアスが言い、ふたりでキッチンに向かった。

　テーブルの上に用意されていたのは、サンドウィッチ。

「それと、昨日作っておいたスープを温めよう」

　こう言ってはなんだが、いささか地味な食事だった。

　いまはまだ食材がたっぷりあるのに。

　スープを温め直している間に、せめてと思いリリエンティーナがお茶を淹れた。

　サンドウィッチには、炙ったベーコンと野菜が挟んであって、朝食だからかやさしい味つけになっている。リリエンティーナが作るものより丁寧だ。

　ただ食べているだけというのも気まずく、なにか話題をと思うが、レニアスの膝に座っているルールールーが盛大に喉をゴロゴロ鳴らしていて話をする状況ではなかった。

「ごちそうさまでした。美味しかったです」

　レニアスも紅茶を飲み終わったようでカップを置いた。

「できるだけ食材を使いすぎないようにしたつもりだが、これでよかっただろうか？」

「あ……そういうことだったんですね」

　レニアスなりに気を遣ってくれていたのだ。

「もし、なにか貴女の意に沿わないことをやっていたら遠慮なく言ってほしい」

「そ、そんな、気にしないでください。わたしは特にこだわりなんてありませんから！」

　あわてて言うと、レニアスがふっと微笑んだ。

　それを見て、喉がぐっと詰まったような気がして、リリエンティーナはサンドウィッチを急いで呑み込んだか、と不安になった。

　自分では気づいてなかったが、誰の目も気にせずいた暮らしのせいで、食べる時にがっついたりしていたのでは……。

　いや、さすがにそれほどわたしも落ちぶれていないはず、多分、と思い直す。

　そんなことを考えている間にレニアスが立ち上がり、ルールールーが不満そうに一声鳴いた。

「ごちそうさま」

　お茶を飲んだあと、片付けまでしてから、レニアスはキッチンを出ていった。

　そうしてレニアスとは、特にリリエンティーナのほうから近づかない限り、食事の時くらいしか顔を合わせないことが続いた。

　それ以外でレニアスの姿を見かけるといえば、夜の庭だ。

　気になって夜に部屋の窓から見てみると、いつも同じところでレニアスは座り込んでいる。

　しばらく眺めていたこともあるが、なにをするわけでもなくじっとしているレニアスの背中を見ているだけで眠くなってしまい、結局よくわからずじまいでいた。









　今朝はルールールーの姿が見えず、静かだ。

　なんとなく、レニアスも昼食が終わった後もぼんやり窓の外を見ている。

「あの……」

　つい話しかけてしまったが、その後のことをなにも考えていなかった。

　ただ、こういう時もレニアスは特に急かすようなことを言ったりせず待っていてくれる。

　おかげで聞いてみたいことがあったのを思い出す。

　あまり立ち入ったことは聞かないほうがいいのかもしれないが、思い切って聞いてみた。

「えーっと、レニアスさまは、どうして毎晩、庭にいらっしゃるのですか？」

　そう言うと、レニアスは少し驚いた顔をした。

「ああ、見られていたのか。すまない。いや、なにということもなく、ただ夜風にあたっていただけなんだ」

　本当にそれが理由なのだろうか？

　疑問がそのまま顔に出ていたのか、レニアスが頭を掻いた。

「その、実は……あまり眠れないでいる」

「眠れない？　だったら……」

　そこでリリエンティーナははっとした。

　疲れていたりして眠れないのなら癒やしの力で、と思ったが、その力を失ってしまったことを思い出したのだ。ここへ幽閉されてから誰とも接する機会がなかったおかげで、忘れていた。

　リリエンティーナはレニアスに伸ばしかけた手をそのまま虚しく握って下ろした。

「環境が変わったせいだろうか。ここは静かでいい場所だ。なんの心配もなく安心できる……それに慣れないのかもしれない」

「レニアスさま……」

　聖なる力を失った自分には、なんの力にもなれない、と落ち込みそうになったその時、そうではないと気づいた。

　こういうことならリリエンティーナに一日いちじつの長がある。

「でしたら、たまにはなにも考えずに寝て過ごしたりするといいんじゃないでしょうか？」

　レニアスは考え込むように黙ってしまう。

「寝て過ごすか……やったことはないな」

　リリエンティーナにしてみれば、なにを難しく考える必要があるのか、としか思えない。明日こそ早く起きて有意義な一日にしようと固く決意していても、寝過ごしてしまうというのに。

「だが、できるかどうか」

　心配そうに眉を寄せるレニアスは、真面目な質なのだろう。

「もちろん無理なさらなくていいんですよ」

「そう言ってもらえると気が楽になるな」

　かすかに微笑んだレニアスに、リリエンティーナはどきりとした。

　なんとも自然で、自分だけに向けられている笑顔にどぎまぎしてしまう。

　感謝されることなど久しく忘れていた。

　王宮で暮らしていた頃、貴族たちの反応はいちいち大げさだった。

　国王や周りの歓心を買うため、話は実際より何倍も誇張されていて、ささいなことでも大声で嘆き悲しんでいた。そんな貴族たちにリリエンティーナはうんざりし、疲れを感じるだけだった。

　だが、レニアスはそういう者たちとは、違うのだ。

　違う、と考えた時、いままでと違うことをここではしている、ということはないだろうか、と思いついた。

　眠れなくなるというと、なにがあるだろう……？

「あ、もしかしたら紅茶のせいかもしれません。普段から紅茶は飲まれてました？」

「いや、そんな優雅なものを楽しむ余裕はなかった」

　やはり紅茶のせいだったのかもしれない。

「だったら、刺激が強すぎたのかもしれませんね。紅茶は眠れなくなる作用がありますから。しばらく紅茶もやめてみましょう。申し訳ありません、わたしが好きなもので、ついレニアスさまにもすすめてしまっていました」

「謝ることはない。貴女の淹れてくれる紅茶はとても美味しい。飲むと心が安らぐ」

　突然褒められてリリエンティーナは驚いた。

「え……そ、それは、とてもいい茶葉だからですよ」

「そんなことはない。俺が淹れても同じ味にはならないだろう」

　時折、レニアスはお世辞とも思えないまっすぐな言葉を口にする。

　真っ直ぐすぎてリリエンティーナはなんだか落ち着きを失ってしまう。

　なんとか気を取り直してリリエンティーナは言った。

「よく眠れるよう、ハーブのお茶にしてみましょうか」

　庭にハーブが生えていて、たまにお茶にして飲んでいるのだとリリエンティーナは説明した。

　キッチンに置いてある籠を持ちレニアスと庭へ出る。

　庭には春から秋まで様々な花が咲き、ハーブも自生しているのだ。

「あ、これだわ」

　リリエンティーナは小さな白い花を摘んだ。

　鼻を近づけるとさわやかな香りがする。

「これと同じ花を摘んでください」

　レニアスが頷き、草むらに体を屈めた。

「これでいいのだろうか？」

「はい……ふふ」

　リリエンティーナがつい笑ってしまうと、レニアスが怪訝そうな顔をする。

「どうした？」

「いえ、レニアスさまが小さな花を摘まれているのが、とてもかわいらしくて」

　はっとしたようにレニアスがリリエンティーナを見た。

「そんなつもりは……」

　堂々たる体躯の騎士であるレニアスに、かわいいなどと言ってしまって気を悪くするかと思ったが、なんだかもじもじとして照れているようだ。

「あと、この葉っぱも使いましょう」

　丸い葉っぱのハーブは、香りがよく心を落ち着ける効果がある。

　先端の柔らかい部分だけを摘んでほしい、と言うと、レニアスは身を屈め、慎重な手つきでそっと葉っぱを集めていく。

　見ていると、なんだか微笑ましかった。

「これくらいでいいと思います」

　十分集めたところで、レニアスとキッチンへ戻る。

　摘みたてでお茶にする用と、乾燥させて使う用に分け、軽く水で洗った。

　葉っぱだけではなく茎の部分からも摘んでおいたハーブを束にして麻ひもで束ねる。

「レニアスさま、これをあの窓の所に吊り下げてくれますか？　乾かして匂い袋に入れようと思うんです」

　匂い袋とは、乾燥させたハーブを小さな袋に入れ、枕元に置いたりしてその香りを楽しむものだと説明した。

　香りだけでなく、ハーブの効果でよく眠れるのだ。

「いろいろな使い方があるのだな、ハーブというものは」

　感心したようにレニアスがハーブの束を手に取った。

　長身のレニアスは、踏み台に乗らずとも窓の上の枠に届いてしまう。リリエンティーナだとこうはいかない。

「これでいいだろうか？」

「はい、ありがとうございます」

　その間に湯を湧かして軽く洗ったハーブの水気を取り、葉だけをちぎってポットに入れる。

　ポットの注ぎ口から湯気がのぼり、ゆっくりとハーブの香りが漂ってきた。

「この香りだけで、気分が落ち着く気がしません？」

「そうだな、意外と香るものなのだな」

　少しポットの中でハーブを蒸らすためしばらく待つ。

「どこかレニアスさまがくつろげるところはありませんか？」

「くつろげるところ、とは？」

　不思議そうにレニアスがこちらを見る。

「眠るからって別にベッドじゃなくてもいいじゃないですか？　ほら、ルールールーはその日の気分でお気に入りの場所を変えて、お昼寝してるんですよ」

　窓から見える木の枝で、ルールールーが長々と伸びて眠っている。

　目を向けたレニアスがくすりと笑った。

「確かに気持ちよさそうだな。それじゃ、庭にしてみようか」

　ブランケットをレニアスに渡し、先によさそうな場所に行っていてほしい、と頼む。

　リリエンティーナはしばらく待って、ハーブティーをふたつのカップに注いだ。

　カップを手に庭に出ると、ルールールーが寝ている木の下でレニアスが待っていた。

「猫が気持ちよさそうに昼寝しているだけのことはある」

　木陰に気持ちのいい風が吹いていて、ハーブティーがなくても眠くなりそうだ。

「どうぞ、お口に合うといいですけど」

　レニアスにカップを手渡し、リリエンティーナも隣に腰を下ろした。

「やさしい味だな」

「蜂蜜を入れて少し甘くしてあるんですよ」

　体にハーブの効果が染みこむのを確認するかのように、レニアスは目を閉じている。

　癒やしの力がなくなったことを、リリエンティーナはこれまで後悔していなかった。

「たわいない話をしていたら眠くなりますよ」

　そう言ったものの、レニアスは黙り込んでいる。

「どうかしましたか？」

「……こんな時にできるたわいない話など自分にはないことに気づいたんだ」

　リリエンティーナは小さく吹き出した。

　そんなことで申し訳なさそうにするレニアスがおかしかったのだ。

「たわいない話なのですから、なんでもいいのですよ？」

　何の気なしに返したリリエンティーナだったが、レニアスは違った。

「いや、そういうわけにはいかない。貴女との……この雰囲気を壊したくないから」

「え……」

　そう言ったレニアスにじっと見つめられて、なんだかどぎまぎしてしまった。きっと、たわいない話がないということは、国境での戦いのことを思い出したくないのだ、多分。

　深い意味なんてないのだと思おうとしても、胸がどきどきしてくる。

「だったら、横になって目を閉じてみたらどうでしょう」

　リリエンティーナはあわてて言った。

「なにも話さなくても、風が気持ちいいですし」

「そうだな」

　レニアスが言われたとおり草の上に横になり目を閉じる。

　リリエンティーナはその様子を隣に座ったまま見守った。

　きっと気持ちよくてすぐ眠ってしまうに違いない。

　不思議なことに、こうしてなにも話さなくても気詰まりではない。

　風がやさしく髪を撫でていき、リリエンティーナもハーブティーのおかげかゆったりとした気分にふと目を閉じた。









「う……ん」

　はっと目が覚めるとリリエンティーナの胸の上にルールールーが寝ていた。

「く、苦しいと思ったわ」

　ルールールーは片目を開けてちらりとリリエンティーナを見たが、また目を閉じてしまった。

「猫なのに狸寝入り……」

　不満がある時だけルールールーはこうしてリリエンティーナの胸の上に寝たり、眠っている顔を踏んづけてきたりするのだ。

「う……重い……」

　リリエンティーナがもぞもぞしているからか、迷惑そうにルールールーが起き上がって伸びをした。

「い、痛いって」

　鳩尾を思い切り踏まれ、さすがにリリエンティーナはルールールーを抱いて体を起こした。

「あ……」

　そこでようやく隣でレニアスが眠っていることに気づいた。

　いつの間にかリリエンティーナも横になって眠ってしまっていたらしい。

　そっと顔を覗き込むと、レニアスはぐっすり眠っているようだ。

「よかった……」

　起こさないように小声でつぶやくと、ルールールーがじたばたしはじめた。手を放すとぴょいと隣のレニアスの胸に飛び乗ろうとする。

「こら、だめよ！」

　なんとか捕まえたがルールールーは嫌がって体をくねらせ、リリエンティーナの手から逃れようとする。

「ちょっと、だめだったら！」

　ついに暴れて手から逃れたルールールーが飛び上がり、レニアスの胸の上に着地しようとしたところ、はしと掴む。

「っとととと！」

　掴んだはいいものの、リリエンティーナもそのままレニアスの体の上に倒れ込みそうになる。ルールールーを捕まえているせいで咄嗟に手をついて避けられない、と目をつぶったところでなにかに支えられた。

「え……？」

　おそるおそる目を開けると、レニアスが倒れかかっていたリリエンティーナの体を支えてくれているところだった。

「あ……」

　レニアスは目を細めてリリエンティーナを見ている。

「随分とにぎやかだ」

「す、すみません。起こさないようしようとしたのですけど、ルールールーが……あっ」

　話すことに気を取られて、なんとか捕まえていたルールールーがもがいて逃げてしまった。おかげでバランスを崩し、リリエンティーナはレニアスの胸の上に倒れ込んだ。

「きゃ……っ」

　レニアスの体はびくともせずに、リリエンティーナを受け止めている。

「ご、ごめんなさいっ」

「大丈夫か？」

　こんなにおっとりとして、くつろいだ雰囲気のレニアスをはじめて見た。

「……あの、よく眠れました？」

「ああ、貴女の寝顔を見ているうちに眠ってしまっていた。よく眠れたし、いい目覚めだ」

　間近でレニアスにやさしく微笑まれ、リリエンティーナは息を呑んだ。

「ね、寝顔って、わたしのほうが先に寝ちゃってました？」

「目を閉じていたら寝息が聞こえてきたから見ると、貴女が眠っていた。とても気持ちよさそうで、眺めている間にこちらも眠っていたようだ」

　くすくすと笑うレニアスに、リリエンティーナはなんだかとても恥ずかしくなった。

　はじめて見るレニアスの一面に、胸が甘く高鳴っている。

　しかも、胸の上に抱きかかえられたままで、どうしていいかわからない。

　ただ、このままでいていいわけがない、と体を起こそうとした時だった。

「髪に葉っぱがついている」

　レニアスの手が伸び、リリエンティーナの髪に触れた。

「あ、ありがとうございます」

　ほら、と手にした葉っぱを見せられて、子どものようだと恥ずかしく逃げ出したくなる。

　なのに、動けない。

　レニアスもこの状態が続くことに疑問を持っていないようだ。

　これでは、まるで恋人同士のようなのに。

「あ、あの……」

　なにか言ってほしい。

　見つめ合ったまま目が逸らせないでいると突然、目の前が真っ暗になり、鼻がむずむずした。

「ふが……ルールールー？」

　なにが起こったのかと思ったが、レニアスとリリエンティーナの間に割り込んできたルールールーが、視界を奪ったのだった。

　しかも、顔面をもっさりとした毛でなぶられ鼻がむずむずする。

「な、なに……ふ……がっ」

　ついにリリエンティーナはくしゃみを我慢できず、急いでレニアスから離れた。

　その隙にルールールーがレニアスの胸の上に乗ってこちらを見ている。

「もう、ルールールーったら」

　レニアスが笑いながら起き上がり、昼寝の時間は終わってしまった。

　リリエンティーナには、ルールールーが割り込んできてくれてよかったのか、悪かったのか、わからなかった。









　ふと寝る前に気づいたが、この縁談のための同居に期限はあるのだろうか？

　リリエンティーナは机の抽斗から王太子の手紙をとり出して、もう一度読み返す。

「やっぱり……なにも書いてないわね」

　もしかしたらレニアスが知っているのかもしれないが。

　レニアスは、いまのところリリエンティーナのことをどう思っているのだろう。

　これは『お試し同居』だ。

　お互いを知り、結婚をしてもいいと思えるかどうか試す、期間限定の。

　レニアスは短気どころか慎重な性格のようだから、時間がかかるのかもしれないとは思いつつも、リリエンティーナの趣味嗜好なども特に聞いてきたりもしない。

　リリエンティーナからもそれらしい質問はしていないがレニアスは気にならないのだろうか？

　ただ、なんとなく人となりはわかってきたように思えるが、正直、なにを考えているのかはよくわからない。

　もしかして、レニアスだけがこのお試し同居の期限を知らされていて、直接断るのが気まずいと、期限切れを待っているのだろうか。

「でも、そんな人には思えないのよね……」

　リリエンティーナは机に頬杖をついてため息を漏らす。

　そしてもうひとつは、ルールールーが問題だった。

　ふたりきりで話していると、必ず割り込んできて、大きな声で鳴きわめき、話を邪魔してくるのだ。

　賢い猫だから、わざとであることは間違いない。

　そして、どちらに嫉妬しているのかというと、これはもうリリエンティーナに、だ。

　レニアスは自分のものだと目が敵意を伝えてくる。

　はじめは、レニアスにべったりなのも、ものめずらしさからだと思っていた。長い間、リリエンティーナとしか暮らしていなかったのだから、刺激が少ない生活だったのだろうと。

　だが、どうやらそうではないらしい。

「まったく、ルールールーったら、子猫の頃はかわいかったのに……」

　カラスから助けたばかりの頃は、まだ小さくてリリエンティーナのことを母猫代わりのように懐いていた。ちょっとでもリリエンティーナの姿が見えないとルールーと鳴いてさがしにくるほどだった。

　あの時の必死な様子を思い出すと顔がゆるむ。

「よたよた歩いて後追いもしていたのよね」

　それがいまでは、邪魔者を見るような目と冷たい態度……。

「はあ……」

　リリエンティーナは頭を抱えそうになった。

　自分の飼い猫なのだから、邪険にするわけにはいかない。なにより、どんなに冷たくあしらわれても、ルールールーを愛している。

「我ながら、変な悩み……」

　ベッドに入る前にリリエンティーナは窓から庭を見た。

　あれから夜にレニアスの姿を見ることはなくなっていた。

















第五章　破談の予感












　お試し同居にもすっかり慣れ、お互いの存在にそれほど緊張しなくなってきていた。

　いつものように午後、リリエンティーナが庭へ出るとルールールーが、草むらに向かい獲物を狙う格好でじっとしている。

「なにかいるの？」

　リリエンティーナが声をかけても、ルールールーは耳に入っていないようだ。

　たまに虫を捕まえたりしているが、以前モグラを捕まえてリリエンティーナを驚かせたことがあった。当のルールールーは、捕まえたモグラをキッチンのテーブルに持ってきて得意げな顔をしていたが、辺りを泥だらけにしてあれは掃除が大変だった……。

「もうモグラはやめてよ」

　リリエンティーナはルールールーの視線の先を覗き込んでみた。

　草むらになにか銀色のものが丸まっている。

　蛇だった。

「……きゃあ！」

　リリエンティーナが跳び上がって叫ぶとルールールーに迷惑そうに睨まれる。そうしているうちに蛇が首をもたげて草むらから頭を出した。それを見たルールールーも唸りながら臨戦態勢となって背中の毛を逆立てる。

「ちょ、ちょっとやめなさい。さすがにあぶないわよ、蛇なんて！」

　なにか木の枝ででも追っ払おう、とリリエンティーナが周りを探していると悲鳴を聞きつけてきてくれたのか、レニアスが現れた。

「どうした？」

　木の枝もこんな時に限って手近に落ちていないし、助かったとばかりにリリエンティーナは草むらを指さした。

「へ、蛇が！　そこに！」

「蛇？」

　レニアスが草むらに屈み込み、手を伸ばす。

　そして、慣れているのか、噛まれないように蛇の頭を掴んで立ち上がった。

「まだ小さい、子どもの蛇だ」

　ほら、とばかりに見せられてリリエンティーナはのけぞってしまう。

「どうして、蛇がこの庭に……」

　レニアスがその言葉に首をかしげる。

「蛇くらい、これほどの森の中ならいても不思議じゃないだろう？」

「こ、ここは、特別なんです」

　この屋敷を建てた主人は蛇が大層苦手だったらしい。王宮からここへ移り住むとなった時、庭にいた蛇をすべて駆除したという。

「蛇を？　なぜそんなことを貴女が知っているんだ？」

「屋敷の図書室に、この屋敷を建てた方の覚え書きがあって、以前見つけて読んだことがあるんです」

　この庭は壁に囲まれていて、門も人間の目線の高さに鉄格子の隙間があるだけだ。外からやってくるのは、飛んでくる鳥や羽のある虫、あとはモグラだ。

「まあ、蛇ならこの壁を登って侵入してこないこともないだろうが」

　レニアスとともにリリエンティーナも壁を見上げる。

「ここに来てから三年、まったく見たことがなかったので……屋敷の主人は本当に蛇を見るのも嫌だったみたいで、玄関の扉の上にある鷲の彫刻も蛇避けのためなんだそうですよ」

「ああ、なんだか屋敷の佇まいに不似合いな装飾だと思っていたが、そういうことだったのか。鷲は蛇の天敵だからな、なるほど」

　レニアスは苦手ではないのだろう、手にした蛇を興味深そうに眺めている。

　そして、その蛇にルールールーがまだ狙いを定めていることに気づいたのか、言った。

「じゃあ、ルールールーに捕まるのもかわいそうだし、門の鉄格子の隙間から外に逃がしてくる」

「そうしてくれると助かります」

　蛇を手に門へと向かうレニアスのあとを、足にまとわりつきながらルールールーが追っていった。

　リリエンティーナは、その後ろ姿を見ながらほっとしてレニアスがいてくれてよかったと思う。

　これまで困ったことがあっても、ひとりでなんとかしてきた。

　それが当然だと思っていたが……。

「う……」

　リリエンティーナは胸を押さえた。

　なんだかここのところたまに胸が重苦しくなる。

「もしかして……恋？」

　レニアスに？

「なんてこと……ないわよね……」

　リリエンティーナは大きなため息をついた。









　いろいろとあったがふたりと猫一匹の奇妙な同居生活が十日ほど続いた頃、それは突然起こった。

　いつものように午後のお茶を楽しんでいる時、

「なにか音がした」

　と、レニアスが素早く椅子から立ち上がった。

「あれは……」

　リリエンティーナも信じられなかった。

「レニアスさま、あの音は花火の音です、多分」

「花火？　なぜわかる？」

　リリエンティーナもまさかと思った。

「ここに幽閉される前にいろいろと決まり事を聞かされました。月に一度必要なものが運ばれてくる時以外は門に近づくな、とか、警備兵に話しかけるな、とか、緊急の連絡がある場合は音だけがする花火を打ち上げるから門の所へ来い、とか」

　ただ、これまで三年間花火の音はしたことがなかった。

「では、なにかの連絡の合図、ということなのか？」

「多分……でも、一体なにが……」

　合図の音だとわかっても、レニアスは落ち着かないようだ。

「とにかく門の所へ行ってこよう。貴女は、ここにいてくれ」

　レニアスはこれまで見たことのないくらい緊張した顔をしている。

「いいえ、わたしも行きます」

　なんの知らせなのか、早くこの目で確かめたかった。

　それに、きっと知らせはリリエンティーナ宛てなのだ。

　レニアスはリリエンティーナが一緒に行くことを渋ったが、そう言うと結局は折れた。この屋敷の主人はリリエンティーナだと尊重してくれたのだ。

　念のためにと一度部屋に戻り剣を手にしたレニアスと、辺りを警戒しながらリリエンティーナはルールールーも連れて門へと急いだ。

　ルールールーは、はじめレニアスに抱っこをせがんでいたが、リリエンティーナに渡されてしまい、嫌々といった様子でじっとしている。

「なにもないとは思うが、いつもと違うことが起こるのはやはり警戒したほうがいい」

　レニアスは久しぶりに大剣を手にしている。

　ここのところおだやかな雰囲気になってきたと感じていたが、大剣を携えている姿は他を寄せ付けない威圧感があった。

　門の近くでレニアスが足を止める。

「辺りに人の気配はないな……」

「門に書簡のようなものが挟んであります」

　リリエンティーナが言うと、レニアスが確認してくるとひとりで門に近づいていった。

　背中が緊張しているのが見て取れる。

　いつも最悪のことを考え、警戒を怠らない。

　やはり戦場とはそれほど厳しい場所なのだ。

　リリエンティーナはぎゅっと腕の中のルールールーを抱きしめた。

　ルールールーは、長いしっぽをリリエンティーナの体に叩きつけるように振っている。迷惑だと言いたいのだろう。

　そうしていると、レニアスがすぐ戻ってきた。

「国王陛下からだ」

　差し出された書簡にはこの前と同じ、国王の紋章の封蝋があった。

　受け取ろうと手を出すと、ここぞとばかりにルールールーがレニアスの肩に飛び乗った。

「陛下から……」

　やはり国王からの知らせだった、とリリエンティーナは息を呑んだ。

　つまり、この縁談についてのことに違いない。

　すぐに書簡を開こうとしたリリエンティーナをレニアスが止めた。

「ひとりで、部屋に戻って読んだほうがいいんじゃないか？」

「ですが、この度の縁談のことだと思います」

　だから、レニアスの前で読むことにする、と言うと反対はされなかった。

　リリエンティーナはゆっくりと書簡を開いて内容を読み上げた。

「……そろそろ心も決まった頃ではないかと思う。ついては、三日後その屋敷を訪ねることにする……だそうです」

「陛下が、御自らここへ……？」

　レニアスとリリエンティーナは顔を見合わせた。

　答えを出さなければならないのだ、三日後までに。

　リリエンティーナはなんと言っていいかわからなかった。

　レニアスがなにか言ってくれるかと思ったが、難しい顔をして黙ったままだ。

「わたし、陛下にお目にかかるのは、三年ぶりです」

「あ、ああ、俺は先日陛下に拝謁を許されたばかりだから、貴女からしたらいろいろとお変わりになっているかもしれないな。王として立派になられたと思うが」

　話は続かず気まずい沈黙がふたりの間に降りてきた。

　そこにルールールーがレニアスの顎に顔を擦りつけながら名前の由来となった甘えた鳴き声を上げる。

「あ、ああ、おやつの時間か、そうだな」

　ルールールーは、いまではおやつをレニアスにねだるようになっていた。

　リリエンティーナよりおやつをたくさんくれることを知っているのだ。

「じゃあ、またあとで」

　ルールールーを肩にのせたまま、レニアスはそそくさと屋敷に入っていった。

「レニアスさま……」

　リリエンティーナは手にした書簡を見た。

　なにか言ってほしかった。

　この縁談について。









　このまま屋敷に戻る気になれず、たまに壁にそってぐるりと散歩していたことを思い出し、リリエンティーナはとぼとぼと歩きはじめた。

　こうして歩いていると、リリエンティーナはこれまでも外の気配を少しでも感じようとしていたのかもしれない。

　壁は見上げるほど高く、どんなに背伸びをしても空しか見えない。

　ルールールーは以前、一度だけ門の鉄格子をすり抜けて外へ出たことがあったが、たまたま近くにいたカラスを見て逃げ帰ってからは二度と出ていこうとはしない。

　この壁の向こうに、レニアスは帰っていってしまうのだろうか。

「寝起きのぼさぼさ髪を見られたりとかしたものね……」

　レニアスが結婚しようと思えなくても無理はないのかもしれない。

　そうなると、またリリエンティーナはルールールーとふたりだけの生活だ。

　誰の目も気にせず、自由にだらだら過ごし、食べたい時に食べ、寝たい時に寝る。

「そうね……」

　以前と同じ気ままな生活に戻るだけだ。

　名誉なんて回復されなくても、ここにいれば、誰もリリエンティーナを魔女だと恐れたりしない。

　そもそも王宮暮らしになんて、もう戻れるわけがなかった。

　レニアスが去った後、どうやって暮らしていけばいいのだろう。

　リリエンティーナはくちびるを噛みしめた。

　涙がこぼれそうだった。

「だめよ、変だわ」

　リリエンティーナは頭を振り両手で自分の頬を叩いた。

「しっかりしないと……またなにも変わらない暮らしに戻るだけよ」

　その時、近くの壁からなにか物音がした。

　小さな石が転がり落ちるような音だ。

　壁は自然とできたものなので、綺麗に整えられていたりはしない。

　それでも、しっかりした岩壁で、大きく崩れることはない、とはじめに聞かされていたが……。

「大丈夫なのかしらね」

　岩山だったものが崩れてからは、かなり時間が建っているはずだ。また崩れてもおかしくないのかもしれなかった。

　リリエンティーナは壁のどこかに亀裂でもあるのではないかとできる限り注意して近くを探してみたが、それらしい目立つほころびは見つからなかった。

「気のせいだったのかしら……？」

　さすがに屋敷に戻らないとレニアスとの間がもっと気まずくなるかもしれないと、踵を返そうとしたその時だった。

「っ！」

　ふいに背後から口をなにかに塞がれた。

「――っ！」

　突然のことにリリエンティーナは恐怖で身体が動かなくなる。

　レニアスがこんなことをするはずがない。

　だとすると、何者かが壁の中に侵入してきたとしか考えられなかった。

　とても信じられない。

　壁だけがこの屋敷を人から遠ざけているのではないからだ。

　辺りは警備兵が巡回し、誰も近づけないようになっているはず。

　リリエンティーナは何者かに手で口を押さえられたまま横抱きにされた。

「急げ！」

　聞いたことのない男の声だった。

　響かないように低く抑えているが、声は力強く命令は鋭い。

　一体何者なのか、心当たりなどまったくなかった。

　リリエンティーナはやっと我に返り、とにかくもがいて抗うが、抱え上げている腕はびくともしない。

　男は姿勢を低くし素早く庭を移動していく。

「んんんん！」

　そこでリリエンティーナは目を見開いた。

　背の高い草むらの向こう、壁を削ってできたと思われる穴があった。

　この賊たちが開けたに違いない、リリエンティーナをここから連れ去るために。

　壁はかなり分厚い岩だ。人が通れる穴を穿つまでどれだけ時間がかかったのだろう。

　しかも、リリエンティーナにも警備兵にも見つからないように、少しずつ削っていったのか。

　その執念のようなものにぞっとする。

　そして、この前ルールールーが見つけた蛇は、もしかしたらこの穴の隙間から庭に入ってきていたのかもしれない、と気づいた。

　一体、何者なのか。

　魔女になるおそれがあるリリエンティーナの命を、前国王は奪ってしまうこともできた。だが、愛人をのさばらせることはできても、そこまでする冷酷さはなく、ここに幽閉したのだ。

　おかげで弱腰だと貴族たちから見られていてもおかしくはなかった。

　危険であれば消せばいいと、考える者たちがいても不思議ではない。

「よし、そっちに渡すぞ」

　穿った穴が狭いせいだろう。リリエンティーナの体は物のように押し込まれ、外側からまた別の手で引っ張り出された。

　ゴツゴツとした文字通り荒削りな穴にあちこち体をひっかき、乱暴に扱われて体が痛んだ。

　それから麻袋のようなものに無理矢理詰められて、担ぎ上げられる。

「……っ！」

　レニアスの名を呼ぼうとしたが、声が出せない。

　リリエンティーナの姿が消えたことを、レニアスはいつ気づいてくれるだろうか？

　だとしても、誰に連れ去られたかはわからないかもしれない。

　そうなれば、リリエンティーナはもう二度とここには戻ってこられないだろう。

















第六章　元聖女、魔女になる？












　はっと意識が戻った時、あたりは真っ暗だった。

「……え？」

　眠っていたのだろうか？

「もしかして、夢でも見ていた？」

　そうぼやきながらリリエンティーナは起き上がろうとして、気づいた。

　あれが夢ではなかった証拠に全身が痛い。

　しかも、ベッドの上のようだが、固くて屋敷のものとは違う。

「わたし、どうなったの……」

　麻袋の中ではないが、後ろ手に縛られている。

「う……」

　もがいてみるが、荒縄が肌に食い込むだけで手は自由にならない。

「痛……なによ……もう、ああっ！」

　リリエンティーナはすぐにあきらめ、また横になった。

　体は痛いし、喉も渇いたし、お腹も空いている。

　ただ、考えるのはやめなかった。

　なんとか脱出するにしても、ここがどこだとか、誰に攫われたのかとかきちんと把握してからのほうがいい。そうでないと、いくらがんばっても無駄になってしまう。

　耳を澄ますが、特に物音はしない、と思ったところで何人かの足音が近づいてくる気配がした。

　思った通り、急に辺りが明るくなった。

　眩しくて顔を逸らすと声をかけられた。

「おまえは、元聖女リリエンティーナだな？」

　リリエンティーナはじっと黙って答えなかった。

　こんな得体の知れない者に対して返事をする義務もない。

「ふん、元聖女の割にふてぶてしいようだな」

　すこしは怯えてみたらどうだ、と松明が顔に近づけられる。

「ちょっと、熱いじゃない」

　松ヤニが燃える匂いも鼻につく。

　髪が燃えそうだが、こんなことで怯むリリエンティーナではない。

　幼い頃から危険な目にもあいつつも、なんとか生き延びてきたのだ。

　こんなことで怯えていては助からないことをよく知っている。

「ふん、まあいい」

　ようやく明るさに目が慣れてきて、辺りの様子が見えるようになってきた。

　狭い部屋だった。

　窓もなく、石造りの壁という牢獄のようだ。

　あるのは粗末なベッドだけ。

　一体、どこなのか、見覚えはなかった。

　リリエンティーナに松明を突きつけて話をしている男は、裾の長いローブにフードを目深に被っていて、顔がよく見えない。

　リリエンティーナを攫った男とは声が違うようだ。

　仲間は多いのだろうか……ちらりと見るが、部屋にはあと三人同じようにローブを纏った男がいる。

「おまえをこうして連れてくるまで大変な時間がかかった。少しずつ岩を削り、あの壁に穴を開けたのだ」

「ふうん、ご苦労なことね」

　そう言ってはみたものの、まったく気づかず暮らしていたことが悔しかった。

　たまに壁に沿ってぐるりと散歩していたのに、よっぽど慎重に長期計画ですすめていたのだろう。

「それで、あんたたちは誰なの？」

　リリエンティーナを魔女にしようと企む者たちか、はたまた魔女を滅ぼそうとする者たちなのか。

「我らは、おまえに毒のワインを飲ませた者たちだ」

「あのワインを……」

　なんともいえないワインの味が口の中によみがえった。

　三年経ったいまでも忘れることができない。

「愚かな毒婦グエンダに、おまえの聖なる力を奪うワインだとそそのかして渡したのだ。そして、見事成功した」

「そうだったのね……」

　やはりあの時、グエンダの仕業だと思った直感は間違っていなかった。

　そして、もうひとつ気づいた。

　男は、リリエンティーナを攫ってくるという長期計画が成功したおかげで、どうも浮かれて口が軽くなっているようだ。ここは、できるだけいろいろな事を聞き出しておきたい。

「それで？　司教もグルだったってこと？」

　あの時リリエンティーナの変化を声高に叫んで国王を脅したのは司教だ。

　男は答えなかったが、口元でにやりと笑うのが見えた。

「で、わたしをどうする気なの？」

　司教ははじめリリエンティーナのことを火刑にしろと言っていた。

「おまえは、我らが指導者の大魔術師さまのもとで、魔女となるための教育がなされる」

「大魔術師……」

　そうだ、と男がうなずく。

「人より魔力が強いというだけで教会に追われ、隠れて生きねばならぬ者たちをお救いくださる偉大な方だ。古から魔術を脈々と受け継がれている我らが師よ」

　はっきりと口に出して告げられると、さすがのリリエンティーナも息を呑んだ。

　つまり、この者たちは、前国王が恐れていた、聖女の力を魔力に利用しようとする勢力、というわけだ。

　そんな者たちが本当にいるのか、とリリエンティーナは疑っていた。

　国王は大げさだと。

　だが、恐れていたことはこうして現実となってしまった。

　さすがにこの重い事態にリリエンティーナにも危機を感じる。

　それでも、こんなところであきらめるつもりはない。

　リリエンティーナはもともと孤児だ。

　路地裏で暮らしていた頃、こうした胡散臭い者はいくらでもいた。

　だから、無闇に恐れず、過去に何度もそうしてきたように、なんとか切り抜けて逃げ出してやる、と決意した。

「わたしの聖なる力は確かになくなったけど、魔力なんてものになったような気もしないけど？」

「魔力はただ持っているだけでは使えない。呪文も知らぬだろう。魔術とは口伝で継承されるものなのだ」






　つまり大魔術師はリリエンティーナと同じ元聖女なのだろうか？

「そうしておまえは、大いなる魔力を振るい、この世を支配するのだ。長く虐げられ迫害されてきた我々のために」

　思わず鼻で笑いそうになってしまった。

　とんでもない妄言にしか聞こえない。

「……なんで、わたしが……お断りよ」

「おまえも初歩の魔術を使えるようになればわかる。聖なる力よりも魔力のほうが素晴らしいと」

　男の声は高揚している。

　魔術に心酔しているのだろう。

「念のために聞くけど、その初歩の魔術を使えるようになるまでどのくらいかかるの？」

　男が少し考えてから言った。

「たかだか一年ほどだ。おまえの力は強いだろうから、もっと短期間で習得できるやもしれぬ」

「どうやって魔術は憶えるの？」

　次第に男の声が弾んできた。

　もしかして、リリエンティーナが魔術の習得に乗り気だと思いだしたのかも知れない。

「自分の魔力を術として発動させることを、まず師について学ぶ。感覚的なものだから、これはその者の得手不得手で習得するまでの時間は異なる」

　感覚……正直、リリエンティーナの苦手な部類だ。

「……よくわかった上で言うわ。師について学ぶなんて冗談じゃない。禁忌とされる魔術を身につけるなんておそろしい、というより、勉強なんて大嫌いなのよ」

　一気にまくし立てたリリエンティーナに、男は面食らったように二の句が継げなくなる。

「修業なんてつらくて面倒なこと、絶対にやりたくない！」

　聖女なんて上品でおとなしい娘だと思っていたのだろうが、お生憎さまだと言ってやりたい。

　聖女として扱われるようになった時、リリエンティーナにはありとあらゆる分野の教師がつけられた。修道院での暮らしのおかげで読み書きはできたが、みなしごだったためなんの教養もなかったからだ。聖女として崇められていたが、教会の教典すらまともに読んだことはない。

「悪いことは言わないから、他を当たったほうがいいわよ」

　もっと真面目な弟子を探すべきだ。

「そう言われて我らがあっさり引き下がるとでも思っているのか」

　その執念深さであんな分厚い岩壁に穴を開けられたのだろう、とはリリエンティーナも思った。

　簡単にはあきらめられないだろう、とも。

「あの、もう儀式の間につれていったほうが……」

　後ろから控えめに声をかけられ、男がはっとしてリリエンティーナを見る。

「そうだな。おい、いまから大魔術師に会わせる。無礼な口はきくなよ」

　無理矢理立たされリリエンティーナは狭い部屋から連れ出された。

　薄暗い廊下を進んでいくが、どうやらここは地下らしい。

　窓もなく、所々水が染み出している。

　どうやら古くからある場所のようだ。

　廊下を突き当たった先に、禍々しい文様の描かれた両開きの扉があった。

　リリエンティーナを連れた男が手をかざすと、触れずに扉が開いた。

「え……？」

「魔術を目にするのははじめてか？」

　リリエンティーナは答えなかった。

　内心の動揺を抑えるだけで精一杯だったのだ。

　確かに、魔術を見たのははじめてだった。

　聖なる力と同じように見えない力らしい。

　だが、他には魔術とはどんなことができるのだろう？

　そうして連れていかれたのは、円柱に囲まれ、仰々しい設えの室内だった。

　その中央には、なにやら複雑な模様が描かれている。

「よくきたね、元聖女」

　妖しい雰囲気の老女がひとり、広間の奥の玉座のような椅子に鎮座している。

　肘掛けにのせている手は皺だらけだ。

　顔はローブの下でよく見えないが、もしやと思った。

「あなたも元聖女？」

　しわがれた声が咳き込んだように笑った。

「よくわかったね。おまえは、これまで自分以外の聖女と対面したことはないと聞いているが……」

　リリエンティーナのことをよく調べているようだ。

「聖女同士というのは、近くにいればなんとなくわかるものなのだよ」

　そのようだ。

　この世で希な存在である聖女にこんなところで会うことになるなんて、思ってもみなかった。

「あなたはどうして聖なる力を失ったの？」

　大魔術師は答えなかった。

　一体なにがあったのだろう。

　リリエンティーナのように謀られて力を失ったのか、それとも自ら望んだのか……。

　広間にはいつの間にかローブを纏った魔術師たちが集まってきていた。

「ようやく見つけた我が跡継ぎだ、よろこべ、我が弟子たちよ」

　広間を見回していた大魔術師が最後にリリエンティーナを見る。

「おまえは私に代わり、魔術師たちを導く師となり、魔術を禁忌とする者たちを滅ぼす大魔術師になるのだ」

「な……っ、勝手に決めないでよ。そんな面倒くさそうなことやりたくないわよ」

　強く言い返したからか、後ろにいる男が声を荒げ、リリエンティーナの頭を掴んだ。

「跪け！　頭を垂れろ！」

「い、いやっ！」

　リリエンティーナは無理矢理肩を押さえつけられ膝をつかされた。

「やめて！　痛いじゃない！」

　もがこうとするがとても力では敵わない。

「おまえをここに連れてくるまで、時間がね、かかったのは、三年間の幽閉生活でおまえを追放した国王と国を、さらに恨ませるためだよ」

　魔術師がやさしい声で囁くようにリリエンティーナに話しかける。

「ひとり幽閉されてつらかったろう？　さんざん聖女としてもてはやし利用していたのに、いざ危険な存在となると手のひらを返して追放するなど、とても許せるものではない。そうであろう？」

　言い返したかったが、ぐっと強く押さえつけられていて声が出なかった。

　それでも、大魔術師を睨みつけていると、どす黒い液体が注がれたグラスが、銀の盆にのって運ばれてきた。

「三年前に飲んだものより濃いものだよ」

　うやうやしく差し出されたグラスを大魔術師が受け取る。

「これを飲めば、その三年間の恨みがさらに増幅され、おまえの魔力は計り知れないものになるだろう」

　グラスを手にした大魔術師がゆっくりと立ち上がった。

「一時いっとき、己が内側に渦巻く恨みで増幅した強大な魔力に苦しむだろう。だが、それを解放した時の爽快感は、この世のどんなよろこびより勝ると約束しよう」

　リリエンティーナを押さえつけていた手が、今度は乱暴に体を起こすよう引っ張られた。

「さあ、口をお開け」

「んんんんんん！」

　リリエンティーナは歯を食いしばった。

　こんな不気味なものは二度と飲みたくない。

　大魔術師の手で顔を掴まれ頬を押されるが、なんとか口を開けないように力を入れる。

「強情な……口を開けさせよ」

「は……っ」

　後ろからリリエンティーナの体を押しつけていた男に顎を掴まれた。

「ほら、口を開けろ」

　老婆の力と違って、今度はそれほど抗えそうにない。

「ぐ……っ」

　少し開いたくちびるにグラスがあてがわれる。

　あの舞踏会の夜、口にしたワインの味がよみがえって吐き気がこみあげてきた。

　しかも、もうこれ以上抗えそうにない。

　絶体絶命の危機感の中、レニアスの顔が脳裏に浮かんだ。

　その時突然、叫び声がした。

「敵襲！　敵襲！」

「なんだ？」

　その場にいた者たちが声のする入り口に目をやった。

「敵襲です！　ぐあっ」

　室内に飛び込んできて叫んでいた男が声を上げて倒れた。

　そして、その後に現れたのはレニアスだった。

「レ……！」

　王国の兵たちとレニアスが室内に雪崩れ込んできた。

「リリエンティーナ殿！」
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　レニアスの必死な呼びかけにリリエンティーナの胸が熱くなった。

　助けに来てくれたのだ。

　リリエンティーナもレニアスの呼びかけに答えたいが、まだワインがあてがわれていて口を開けることができない。

「怪我をしたくなければ、おとなしく退け！」

　レニアスが大剣を振り回し、魔術師たちを倒していく。

　怪我をして騎士として戦えなくなったと言っていたのに、とてもそうは見えない。

　その力強い動きに無理をしている様子はまったくなく、隙というものがなかった。

　呪文を唱えた魔術師の手からレニアスめがけて炎が吹き上がったが、それも剣で切り裂き、ものともせず突き進んでいく。

　その時、大魔術師が老婆とは思えぬほど張りのある声で叫んだ。

「控えよ、断りなく我が霊域に踏み込んできた狼藉者ども」

　先ほどとは別人かと思えるようなよく通る声に、誰もが動きを止め老婆を見る。

「ここなる元聖女の命が惜しくば武器を捨てよ！」

　リリエンティーナの首元に、後ろから押さえつけていた男の手がナイフを向けてきた。

「いまから聖女の力をさらに魔力に転じる毒酒を飲ませる。新たな魔術師の誕生に刮目せよ」

　そして、老婆はさらに手を掲げる。

「動くでない。動けば我が魔術でここを火の海にしてくれるぞ」

　哄笑する老婆にリリエンティーナは叫んだ。

「なにを言ってるの、ここは地下でしょう？　そんなことをしたら、あなたも部下もただでは済まないわよ！」

　老婆はリリエンティーナを見下ろし、悠然と微笑む。

「そんなことは承知の上だ」

　松明どころではない、肌がひりついて燃えそうなくらいよからぬ力を感じる。

　魔術師たちの師と崇められているのだ、これは脅しではない。

「に、逃げ……っ」

　レニアスにリリエンティーナのことは放っておいていますぐここから逃げるよう叫びたかった。

　だが、再び後ろから男に腕を掴まれてしまい声が出せなくなる。

「ぐ……っ」

　呻きながらレニアスを見ると、動きを止めてリリエンティーナを見ている。

「さあ、とくと見よ！」

　無理矢理口を開けられ、ワインを流し込まれた。

「んぐ……っ」

　口に入っても飲み込まなければ、と思ったが、顎を上げさせられ嚥下してしまう。

「う……げほっ」

　飲み込んだのを確認して、後ろから頭を押さえつけていた男が手を放し、リリエンティーナは床に手をついた。

　喉にまとわりつくようなワインに激しく咳き込みながらも、魔術師たちが固唾を呑んでリリエンティーナを見つめているのを感じる。

　そして、喉の奥から思わず出た正直な言葉は、

「まず……」

　だった。

　なんだか辺りが凍りついたような雰囲気に包まれた気がしたが、不味くてそれどころではない。

「も、もうちょっと、飲みやすい味にするとか……う……」

　なんとか呼吸が落ち着いたところでリリエンティーナは顔を上げた。

「おまえ……」

　老婆が体をわなわなと震わせ、手にしていたグラスを落とした。

「なんともないのか？　今度こそ髪が闇色になるはずが……」

　リリエンティーナは首をかしげながら手で口元を拭った。

「そういえば、三年前に飲んだ時みたいに胸の奥が気持ち悪くなったりはしてないわね、不味かったけど」

　そう言うと、老婆がよろめいて後退る。

「な、なぜだ、三年間、己を追放し見捨てた国王と国を恨んでおらぬのか？」

　考えるまでもない。

「そうね、別に？　恨んでないわ」

　幽閉されていた三年間、本当に自由にのびのびと暮らしていたのだ。暗い気持ちになったことも、王宮の生活を懐かしく思ったこともない。

　ただ、意識を集中するといままであったあの胸の底の重苦しさがなくなっているように感じる。

　舞踏会の夜からずっと消えなかったのに。

「なんということだ……」

　老婆は手で顔を覆ってぐったりしてしまった。

　もう魔術を使う気力どころか、立ち上がる余力も残ってなさそうだ。

「リリエンティーナ殿！」

　駆け寄ってきたレニアスを見て、リリエンティーナにナイフを向けていた男が身構えた。

　どうやら魔術というものは、咄嗟に繰り出せるものではないらしい。

　男はナイフを闇雲に突き出すが、レニアスの剣の柄で殴り飛ばされてしまった。

「リリエンティーナ殿」

「レニアスさま……」

　レニアスが、リリエンティーナの手にかけられていた縄を解いてくれた。

　それから、どこも怪我がないか確認される。

「大丈夫なのか？　飲まされたのは毒じゃないのか？」

　リリエンティーナは縛られていた手首をさすりながらうなずいた。

「大丈夫です、なんともありません。それより……助けに来てくださったのですか？　どうやって？」

　まだ辺りを警戒しながらレニアスが答える。

「実はあの陛下からの書簡を見た後、屋敷に戻ったが、ルールールーにおやつをあげてすぐに貴女のところに引き返したんだ」

　だが、どこにもリリエンティーナの姿がないことを不審に思ったレニアスが、踏み荒らされた草むらに気づき、さらにあの抜け穴を見つけたという。

「なぜすぐに戻ってきたんですか？」

　そう聞くと、レニアスがぐっと言葉に詰まった。

　なんだか言いにくそうなので、先にもう一つ気になることを訊ねた。

「それよりレニアスさまこそ大丈夫なのですか？」

「……なにがだ？」

　いまこんな質問をしている場合ではないとは思ったが、聞かずにいられなかった。

「もう戦えなくなったとおっしゃってましたけど……」

　とてもそうは見えなかった。

　屋敷では、時折膝が痛そうに見えたが、先ほどはそんな様子など少しもなかった気がする。

　レニアスは、なぜかためらうような素振りの後、口を開いた。

「……それは、膝が痛まなくなってきたんだ」

「え？」

　戦地を離れるほどの怪我ではなかったのか？

「医師にも、もう二度と戦えるようにはならないと言われていた。だが、少しずつ痛まなくなってきたんだ、貴女と出会ってから」

　リリエンティーナは、言われたことの意味がわからずぽかんとしてしまった。

「わたし……？」

「そうとしか思えない。とっくにあきらめて治療的なことはもうなにもしていなかった。だが、あの屋敷で暮らすようになってからだ、痛みがなくなり以前のように剣を振るったり、強く踏み込んだりできるようになったのは」

　リリエンティーナの聖なる力が復活している？

「そんな、まさか……」

　リリエンティーナは咄嗟に隣にうずくまっている男の服を掴んで顔を上げさせた。

「う……こ、殺せ……さっさと」

　男はレニアスの剣の柄で殴られて口の端から血が滲んでいる。

　リリエンティーナは息を呑んだ。

　本当に、聖なる力がもどっているのだろうか？

　できるのかもしれない、この傷を癒やすことが。

　リリエンティーナは、以前のように男の傷に手をかざし、意識を集中した。聖なる力を失ってすぐは何度か試したことがあったが、その時は、手のひらから力が発せられているような感覚はなかった。

　いまはそれが、よみがえっている。

「……っ！」

　体の奥から力が湧いてくる。

　奔流のように荒れ狂い、抑えられない。

「く……っ」

　一瞬、気が遠くなった。

　そして、気づくとレニアスに支えられていて、目の前の男が呆然と自分の頬を押さえていた。

「痛みが……な、治ってる……？」

　リリエンティーナも信じられなかった。

　失ったと思っていた聖女の力がいままたはっきりと自分の中にある。

　レニアスが支えてくれている体を起こし、また手近にいた昏倒している魔術師の男に手をかざす。

「う……？」

　男はすぐに目を覚まし、首をかしげている。

　もはや疑うべくもない。

　ずっと重苦しかった胸の奥に、懐かしい力を感じて涙がこぼれた。

「力が……」

　戻ってきたのだ。

　失ってから、特に未練はないと思っていた。

　だが、こうしてみると、自分の中でなにかが欠けていたのだと気づいたのだ。

　そのよろこびを噛みしめているとレニアスがやさしく言った。

「リリエンティーナ殿、力だけでなく髪の色も戻っている」

「髪？」

　あわてて自分の肩にかかる髪を見ると、以前のように金色の輝きを取り戻していた。

　レニアスが目を細めてリリエンティーナの髪を撫でる。

「こんな髪の色をしていたんだな。俺は、灰色でも好きだったが……」

「え？　好き？」

　はっとした顔で、レニアスが髪を撫でていた手を引いた。

「い、いや、その……すまない、勝手に触れて」

「……レニアスさまだったら、かまいません」

　そう言うと、ぐっとリリエンティーナの胸の奥が重苦しくなった。

　消えたと思った魔力がまだ残っているのかと動揺したが、

「リリエンティーナ殿」

　そうではなかった。

　レニアスのことを考えたり、こうして見つめたりすると胸が苦しくなるのだ。

「俺は、貴女の聖女としての力がもどっているのではないかと気づいた時、この縁談はなくなるのだと思った。貴女はいずれ聖女として、手の届かないところへ行ってしまう。だから、貴女への気持ちを捨てようと……」

　だから、あの国王からの書簡を読んだ時、あの場にいられなくて立ち去ったものの、すぐに引き返したのだという。

「え……わたしは、あなたは縁談を断るつもりなんだと……」

　そうしている内に辺りが騒がしくなった。

　見ると、王国の紋章を身につけた騎士たちが踏み込んできて、レニアスがほっとしたように肩から力を抜いたのがわかった。

「国王陛下直属の騎士団だ……」

　すぐに準備を整えてリリエンティーナ救出に出撃させるという国王の命令があったという。

　騎士たちによって魔術師たちが次々と捕縛されていく。

　もはや抗う者はなく、老婆も引き立てられていった。

「あ……」

　リリエンティーナは思わず声をかけようとしたが、なんと言っていいかわからなかった。
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　その後、リリエンティーナたちは、騎士団に警護され、王宮へと向かった。

　汚れていた衣服をあらため、まずはリリエンティーナが国王の待つ謁見の間に通された。

「アルセイ国王陛下……」

　三年ぶりに目にするアルセイは、やはり国王となって重い責任を担っているからか、精悍な青年となっていた。

　王太子時代は、やはりまだ少年っぽさが残っていたと、懐かしく思い返す。

「リリエンティーナ」

　いまや国王となったアルセイが近づいてきてリリエンティーナの手をとった。

「無事でよかった。レニアスから知らせが来た時は肝が冷えたよ」

　しみじみといった様子でアルセイがリリエンティーナを見つめる。

「すまなかった、リリエンティーナ。あの舞踏会の夜、私がいれば……」

　リリエンティーナは横に首を振った。

「責任なんて感じることないわ。あの後あんなことになるなんて、誰にもわからなかった、そうでしょう？」

「そう言ってくれると、救われる。あの夜のことを忘れた日はなかったよ、リリエンティーナ」

　そこでアルセイは一旦離れ、玉座に腰を下ろした。

　すると、背後の扉が開き、レニアスが入室してきて、騎士らしく膝をつくとアルセイが声をかけた。

「騎士レニアス、此度の働き見事であった」

「もったいないお言葉でございます」

　深々と頭を垂れ、騎士らしくかしずいている。

「そなたでなければ、聖女はいまここにおらぬであろう」

「陛下の迅速なご決断がなければ、それも叶わなかったと存じます」

　あと少し救出が遅ければ、取り返しがつかなかった、とレニアスは報告し、アルセイが満足そうにうなずく。

「して、騎士団長からの報告で、リリエンティーナは聖女の力がもどったと聞いたが？」

　ぎくりとした。

　だが、ここで誤魔化すわけにはいかなかった。

「……はい。そのようです」

　リリエンティーナは粛々と答えた。

「そうであるか。では、いまわしい魔力は消えたということでよいか？」

「はい」

　リリエンティーナはじっと自分の足元を見つめた。

　いますぐ逃げ出したかったが、とても足が動かない。

「では、すべての憂いがなくなったとして、聖女リリエンティーナ、そなたの幽閉を解くこととする」

「……ありがとうございます」

　つまり、王族との結婚はなくなったということだ。

　もともとアルセイがリリエンティーナの幽閉を解く苦肉の策として考えた結婚だったのだ。

　リリエンティーナは、聖なる存在としてまた元の場所に戻る。

「して、騎士レニアス。そなた、怪我をしてもはや剣が振るえなくなったということだったが、此度、聖女の癒やしの力で怪我が治ったと申したな？」

「左様にございます」

　その話を聞いてリリエンティーナの胸がずきりと痛んだ。

　レニアスは自ら国王に怪我が治ったことを報告したのだ、と。

「そうか。実は、そなたが国境を去ってから戦況は悪化している。私としては、ぜひまたそなたに前線にもどってもらいたいと思うのだが？」

「……は、仰せのままに」

　レニアスの声は淡々としていた。

　すでに心は国境にあるのかもしれない。

「では、ここに結ばれそうになった縁を解き、ふたりは元の地位に戻ってもらうということになる」

　やはりそうなのだ。

　もうここでレニアスとリリエンティーナの道は分かたれる。

　別々の場所へ戻っていかなければならない。

「聖女リリエンティーナ、そなたにはまた癒やしの力をこの国の民のために使ってもらいたい」

「はい、わたしもそれが自分の一生の役目だと思っています」

　聖女として癒やしの力が戻ったのなら、もうあの屋敷に戻るわけにはいかない。

「……っ」

　これが最後かと思うと、一目レニアスの姿を見たいのに、どうしてもそれができない。

　リリエンティーナは強く目を閉じた。

「ただし、私は父とは違う。そなたを自分の傍近くに置いて、貴族たちのために力を使えとは申さぬ。この国でより多くの民の助けになるなら、そなたはどこへでも、必要とされる場所へ行くがよい」

「え……？」

　リリエンティーナは国王の顔を見た。

　微笑むその顔には、懐かしい少年っぽさがあった。

「あの、どこへでも？」

　アルセイはゆっくりとうなずいた。

　思い切って振り返るとレニアスが目を細めてリリエンティーナを見ていた。

　滲んできた涙を拭い、リリエンティーナはまたアルセイに向き直った。そして、

「遅くなりましたが、陛下、ご即位おめでとうございます。聖女リリエンティーナ、心よりお慶び申し上げます」

　膝をつき、深く頭を垂れた。









　謁見の間を退出し、リリエンティーナはレニアスとなんとなく王宮の中庭に来ていた。

　懐かしかった。

　三年しか経っていないとは思えないほどに。

「そういえば、わたしがいなくなったことに気づいて、どうやって警備兵に知らせたのですか？」

「ああ、焦って鉄の門を壊すところだったが、思い出して花火を上げたんだ」

　花火？　とリリエンティーナは驚いた。

「君に火急の知らせが来た時に、花火で知らせていただろう？　あのあと、もしかして屋敷にも緊急連絡用の花火があるんじゃないかと思って探しておいたんだ」

「そんなものがあったんですね」

　あの屋敷を建てた主人は、大変な趣味人で、いろいろとよくわからない道具があった。

　リリエンティーナは特に興味がなかったので、それらを調べたりしたことはなかったのだ。

「花火で連絡するというのは、いい手段だと思った。でも、めずらしい方法だから、もしかしてあの屋敷の主人が考えたのかと思ったんだ。倉庫に火薬を調合する乳鉢なんかもあったからな」

　そうして花火を上げ門のところで待っていると、すぐに警備兵が駆けつけてきて、レニアスが事情を話し急いでアルセイ国王に知らせが走ったのだという。

　レニアスは壁の穴の近くにあった馬の蹄の跡をたどり、途中で合流した王国兵たちとともに魔術師たちの地下神殿に辿り着いたらしい。

「陛下はずっと魔術師たちの動向を探らせておられたとのことだった。おかげでそれほど時間がかからず貴女を探し出すことができたんだ」

「あの捕らえられた魔術師の人たちってどうなるんですか？」

　レニアスが言いにくそうに口を開いた。

「詳しくはわからないが、改心するのであれば命の保証はされると聞いた」

　このまま伝えられることがなくなれば魔術は消えていくのだろうか。

　なんとなくリリエンティーナにはそうは思えなかった。

「それで、貴女は国境に行くと言うのだろうが……」

「もう決めたんです。国境は、きっとわたしをいちばん必要としている場所でしょう？」

　戦場は、傷を負った兵士がいる場所だ。

　王宮は聖女がいるべき場所ではない。

「反対はしない。危険な場所だが、貴女は俺が守るから、いっしょに来てくれ」

　レニアスが遠慮がちにリリエンティーナの手をとった。

「だから、もう俺から見えないところへは行かないと約束してほしい」









　国境はリリエンティーナの思っていたより厳しい場所だった。

　土地は長引く戦いで荒れていて、王都からも遠く離れていて、人手も物資も足りない。

　毎日のように怪我人が出て、気の休まる暇もなかった。

　そんな場所で、リリエンティーナは聖女として忙しくしていた。

「リリエンティーナ、ロンバルの捕虜が連れてこられたわ。手当をお願いね」

「はい、まかせて」

　リリエンティーナに知らせてきた女性の衛生兵は、ヴェント王国兵の怪我を手当てするために忙しそうに行ってしまった。

　捕虜を収容しておく建物へ行くと、十人ほどの隣国ロンバルの兵が集められていた。

　その中によく見知った顔があった。

「またあなたなの」

　何度か捕虜となったことのあるロンバルの青年兵だ。

「まったく、せっかく怪我を治してもこんなすぐ怪我されたんじゃ困るわ」

「あのレニアスって騎士のせいだぜ」

　レニアスの戦線復帰に、ヴェント王国兵たちは歓喜し、ロンバル兵たちは身震いした。

　そのレニアスに果敢に向かっていくこの青年もなかなかの兵士だった。

「さて、怪我を見せて」

　リリエンティーナは青年の怪我を確認していった。

「さっさと癒やしの力で治してくれよ」

「そうね……必要ないみたいよ」

　それほどひどい怪我はしていないようだ。

　これなら薬でも治るだろう。

「なんだよ、出し惜しみかよ？　それとも敵の兵に癒やしの力は使えないってことか？」

「なに言ってるのよ。あなたがはじめてここに運び込まれてきた時、癒やしの力で治したじゃない」

　青年がふてくされたように言う。

「あの時は気絶してておぼえてねえんだよ」

「それだけひどい怪我だったってことでしょ。いまはこんな無駄口も叩けるんだから、大丈夫よ」

　リリエンティーナは薬と包帯を準備して青年に向き直った。

「薬なんか使ったらもったいねえだろ？　なあ、さっさと癒やしの力で治してくれよ、簡単なんだろ？」

「そんなことないわよ。聖なる力を使えば、それなりに疲れるし、お腹もすごく空くんだから」

　もう慣れたもので話している間に終わってしまい、青年が包帯の上から傷を摩る。

「腹が？　減るのかよ」

「そうよ」

　本当は冗談なのだが、青年は疑っていないようだ。

　だが、聖なる力は無限に使えるわけではない。

　使えば使うほど体力と気力を消耗する。

　この戦場に来たばかりの頃は、力を使いすぎて何度も倒れたくらいだった。

　これ以上無理をするなら王宮に戻す、とレニアスに言われ、リリエンティーナは怪我の手当を学び、ある程度の傷は薬の処置などで対応することにしたのだ。

「しかも、そのためにどれくらい食べるか実際目にしたら、もう本当にぞっとするわよ……」

　青年が信じているようなので、調子にのってリリエンティーナは不気味な顔をして見せた。

「ここは戦場で食料も限られてるし、わたしひとりでそんなたくさん食べられないでしょ。だから、停戦してくれると助かるわ」

　青年はそこで黙り込んでしまった。

　レニアスは以前から停戦の交渉を進めているが、あまりはかばかしくないようだ。

　この地は大きな川が流れていて、それを挟んでヴェント王国とロンバル国の国境となっていた。だが、二十年ほど前の大雨で流れが街ひとつ分ほど大幅に変わってしまったらしい。さらに、その時流された橋が、長年両国が友好の証しとして建設費用をきっちり折半して架け管理していたものだったのに、ヴェント王国がすべて費用を出し新設してしまった。

　ヴェント王国は、ロンバルより水害が少なかったため、助けになると思ってやったことだったらしいが、ロンバルは激怒し、新たな川の流れによる国境線をめぐり宣戦布告して軍を進め、それが拗れに拗れていまに至るという。

　はじめて詳しい事情をレニアスに聞かされた時、リリエンティーナは正直そんなことで……と思った。

　ヴェント王国は王が代替わりしアルセイが柔軟に交渉を進めようとしているが、ロンバルの王は高齢で頑なになる一方とのことで、停戦はいまだ先が見えない状況だった。

「とにかく、傷が炎症を起こさないように、今日はもう体力を温存してゆっくり休むことね。何日かしたら捕虜の交換になってロンバルへ帰れると思うから」

　青年がため息をついて簡易寝台に横になったので、リリエンティーナは次の怪我人のところへ向かった。

「こっちもまた来たのね」

「リリエンティーナに会いたいからだよ」

　この愛想のいい青年は、まだ若く、兵士としての経験も浅い。

　何度もこちらの捕虜になっていて、変な話だがすっかり顔見知りだ。

「わたしなんかより、この戦場を離れてお母さんに会いに行ってあげなさいよ」

「その母ちゃんのためだよ。ここで稼いだ金、全部仕送りしてるんだからね」

　リリエンティーナは青年の傷を確かめた。

　平気そうな顔をしているが、脇腹の打撲がひどそうだ。このままだと腫れて熱を出すかもしれない。

　随分我慢しているようだが、かなり痛いに違いない。

「お金も大事だけど、お母さんはあなたが帰ってきてくれたほうがよろこぶと思うわ」

「……そうかな」

　青年は少し寂しそうな顔をした。

　戦地になんて誰だっていたくないはずだ。

「わたしだったらそうよ。それより、ここの打撲が少しひどいわ。わたしが癒やしの力を使うわね」

「聖女の力を？」

　青年が驚いた声を上げると周りの捕虜たちもざわついた。

「俺、はじめてだよ！」

「だったら、これで最後にしてほしいわね」

　リリエンティーナは青年の青紫に変色した箇所に手をかざす。

　意識を集中すると、癒やしの力が手のひらに集まる感覚がしてきて、熱となって青年に染みこんでいくのを感じた。

「……治った」

　青年が脇腹を撫で呆然とつぶやいた。

　変色した打撲痕はすっかり消えている。

　様子をうかがっていた他の捕虜たちも感嘆の声を上げた。

「あ、ありがとう……リリエンティーナ」

「他の傷は薬を塗って手当てするわね。あとは安静にしていて」

　そうして捕虜たちの手当をしてまわると、先ほどの衛生兵がリリエンティーナを呼びに来た。

「リリエンティーナ、そちらが終わったらこちらの兵の治療も頼みます」

「ええ、いま行きます」

　捕虜たちの手当が終わったところだったので、リリエンティーナは立ち上がった。

　打撲を癒やした青年が不思議そうに聞いてきた。

「これからヴェント兵の治療を？　どうして俺たちロンバル兵を先に？　そっちからやらないのかい？」

　なにも言わず微笑み、リリエンティーナは建物を出た。









「急がないと……」

　建物を出たリリエンティーナは小走りで王国兵のもとへ急いだ。

　もちろんヴェント兵たちは先にロンバル兵を治療することにしているのをあらかじめ承知している。

　これはリリエンティーナの考えた戦略だった。

　レニアスをはじめヴェント兵は戦闘で、できるだけ手加減をし、怪我を負わせるだけにとどめたロンバル兵を捕虜として捕らえる。

　捕虜の傷を聖女が癒やすことによって、懐柔しようとしているのだ。

　ただし、重症の兵士がいればその限りではなく、あくまで一刻を争う怪我人のほうへ向かう。

　すべては、ヴェント王国の聖女が停戦のため、聖なる力を使い敵味方を問わず手当てしていることがロンバルの王の耳に入るように、だ。

　大抵、人々は聖女というと、清らかで神々しい女性を想像する。

　そんな聖女が戦地で傷を癒やしていると知られれば、多くの人がこちらが正義のように感じるはずだ。

　そうなれば、この戦いを人々は支持しなくなる。

　それが、ロンバル王の頑なな心を動かすとリリエンティーナたちは期待しているのだ。

「ふう、少し疲れた……」

　リリエンティーナは額に滲んでいた汗を拭った。

　王宮にいた間は、ちょっとした傷や体調の悪さを癒やしていただけだということがよくわかる。やはり戦いの傷を癒やすのはかなりの力を使う。

　だが、休んでいる暇はない。

　次の仕事に向かわなければ、と急いでいるとレニアスに呼び止められた。

「大丈夫か？　顔色が悪い」

「そういえば、少し疲れたかも」

　リリエンティーナは言葉とは裏腹に明るく微笑んだ。

「すまない。貴女には重責を担わせてしまって」

「そんなこと……」

　足元がふらついたリリエンティーナをレニアスが抱きとめて支えた。

「もう天幕で休んだほうがいい」

「でも……まだみんなの食事の支度があるから」

　ここでは常に人手が足りていないため、リリエンティーナは兵士の看護だけでなく食事作りや雑用も担っている。

「だめだ。貴女の仕事は俺が代わりにやっておく」

　そう言ってリリエンティーナはレニアスに抱きかかえられた。

「ま、待って、誰かに見られたら」

　想い合っているふたりだったが、これは極秘とされている。

　聖女の神聖性を守るためだ。

「誰も見ていない」

　日も暮れてきて兵たちは疲れて休んでいて出歩いている者はいない。

　レニアスはかまわずリリエンティーナを抱えて歩いていった。

　そうしてリリエンティーナは自身の専用の天幕で、簡易寝台にそっと下ろされた。

「あとで食事を持ってくる。それまで横になっているといい」

　すぐに立ち去ろうとしたレニアスの服の端をリリエンティーナは掴んで引き止めた。

「待って……少し一緒にいてほしいの」

「あ……」

　一瞬ためらった後、レニアスが遠慮がちに隣に腰を下ろし、リリエンティーナをそっと抱き寄せた。

　レニアスのたくましい体にもたれかかると体の力が抜ける。

「……わたしは、自分のことは癒やせないけど、こうしていると疲れが消えていく気がするわ」

「リリエンティーナ……」

　リリエンティーナは目を閉じた。

　いつも目を閉じると瞼の裏にはあのこぢんまりとした屋敷と緑豊かな庭が浮かぶ。

「できればもう一度あの屋敷で暮らしたい。ずっとじゃなくていいのだけど、あなたとルールールーと三人で」

　ルールールーは、やはり危険な国境には連れて行けないと、リリエンティーナがいちばん信頼できる相手、アルセイ国王に預けてきている。

　アルセイは、意外にも猫好きだったようで、よろこんで引き受けてくれた。

　いまやルールールーは専用の世話係もいるという身分らしい。

　なのに、当のルールールーはアルセイのことをあまり気に入っておらず、噂ではアルセイは必死でルールールーの機嫌をとっているという。

　リリエンティーナはそのことを思い出してくすくすと笑った。

「あなたは、どうしてあんなにルールールーに気に入られていたのかしらね？」

「俺にもまったくわからない。猫に触れたのもあれがはじめてだった」

　レニアスは、随分懐かれていたということを知ったアルセイに助言を求められたが、特に思い当たることはない、と正直に答えるしかなく、アルセイを大いに落胆させた。

「本当に、あの子ったら気まぐれなんだから……」

　いまでは、アルセイ国王の寵愛のおかげで、黒猫は貴族や民の間でももてはやされて、さらに不吉だという迷信は消え、引く手あまたとなっているらしい。

「あの子が、国でいちばん有名な猫になるなんて」

　いまでもはじめてルールールーを拾った日のことをよく憶えている。

　カラスにつつかれていた痩せっぽちの子猫だったのに。

「貴女の働きはすでに十分過ぎる。これで停戦が叶えば、国王陛下も考えてくださるだろう」

「それはわかっているのだけど……」

　たまに弱音を吐きたくなる。

　もともとリリエンティーナはこんな働き者ではないのだ。

「リリエンティーナ、貴女のおかげでロンバル兵の士気は、はっきりと落ちている。おかげで次の停戦交渉に宮廷からロンバル国王の側近である軍事参謀がやってくることになった」

　そんな重臣が交渉のテーブルにつくのははじめてだという。

「時間はかかったが、今度こそ停戦に持っていけるだろう」

「本当に？」

　リリエンティーナの願いは、もう誰も傷つかないことだ。

　それと……もうひとつの願いは胸の奥にずっとしまっている。

「そうしたら、結婚しよう」

　リリエンティーナは息が止まるかと思った。

「本当に？」

　声が震える。

　待ち望んでいたのに、いざとなると受け止めきれないかと思った。

　そんなリリエンティーナをレニアスがやさしく抱きしめた。

「陛下にはすでに願い出て許可もいただいている。貴女を妻に迎えること、それがここでの俺の働きに対する報奨なんだ」

　しばしふたりは想いを伝え合うように寄り添った。

「あの、もうひとつお願いがあるの」

　レニアスになんでも叶えようと言われると、少し言い出しにくかった。

「わたしの本当の名前は、ティーナ。ただのティーナなの」

「……ティーナ？」

　レニアスが目を見開く。

「そう、あの前国王が聖女なのだから、もっと長ったらしい名前がいいって勝手に変えられちゃってたの、ひどい話でしょ？」

「ティーナ……」

　懐かしい名前を呼ばれ、ティーナはレニアスの腕の中で目を閉じた。

　この数日後、停戦の調印が済み、今度こそ国境から両国の兵が引き上げていき、レニアスとリリエンティーナもこの地での役目を終えたのだった。









　そうして初夏の風が気持ちよく吹く日、

「ほら、ルールールー、わたしたちの家よ」

　リリエンティーナあらため、ティーナは、腕に抱いていたルールールーを地面に下ろそうとした。

　よろこんで懐かしい庭へと駆け出すかと思ったルールールーだったが、ティーナの腕を登り、となりに立つレニアスの肩に飛び乗ったのだった。

「もう、ルールールーったら！」

　ここにいられるのは、夏の間だけ、というアルセイとの約束だ。

　秋が来ればまた王宮に戻り、ティーナはまたリリエンティーナという名で聖女として、レニアスは騎士として国王に仕えることになる。

　王宮に戻れば、与えられた役目に従い、一時離ればなれになることもあるだろう。

　だが、ふたりはここに戻ってこられると思えばなんてことはないと、誓い合い、その通りになった。

　とても永く。
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